
稲
葉
華
渓
筆
譜

要
旨
寛
政
期
の
絵
入
り
狂
歌
本
等
に
お
い
て
、
例
外
的
に
記
名
し
て
顕
著
な
活
躍
を
し
た
書
家
に
稲
葉
貞
隆
、
号
華
渓
が
い
る
。
寛
政

期
に
お
け
る
江
戸
の
狂
歌
本
の
同
伴
肴
と
で
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
が
、
向
島
の
木
母
寺
境
内
に
あ
る
筆
塚
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、

三
井
親
和
門
で
蒙
刻
を
得
意
と
し
、
深
川
に
住
ん
で
、
寛
政
十
二
年
、
五
十
一
歳
で
没
し
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
華
渓

の
活
動
の
足
跡
を
で
き
る
か
ぎ
り
跡
づ
け
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

華
渓
が
筆
工
と
し
て
参
加
し
た
板
本
は
、
寛
政
二
年
の
勝
川
春
章
画
「
絵
本
接
穂
の
花
」
か
ら
寛
政
十
一
年
の
葛
飾
北
斎
画
「
東
遊
」
ま

で
十
年
間
で
計
九
本
を
数
え
る
。
担
当
し
た
の
は
、
俳
譜
、
狂
歌
な
ど
の
本
文
は
も
と
よ
り
、
と
く
に
断
ら
な
く
と
も
、
題
篭
、
序
文
も
認

め
た
こ
と
が
多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
絵
入
り
狂
歌
本
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
寛
政
四
年
「
狂
歌
桑
之
弓
」
か
ら
寛
政
十
年
の
「
男

踏
歌
」
ま
で
の
連
年
、
出
さ
れ
た
、
堤
等
琳
、
窪
俊
満
ほ
か
に
よ
る
合
筆
春
興
絵
入
り
狂
歌
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
男
踏
歌
』
を
最
後
に
、

合
筆
絵
入
り
狂
歌
本
の
筆
耕
の
仕
事
か
ら
身
を
退
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
板
元
の
蔦
屋
重
三
郎
の
死
を
契
機
に
、
合
筆
春
興
狂
歌
本
そ
の
も

の
が
終
焉
を
迎
え
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

同
じ
頃
、
華
渓
は
、
北
斎
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
た
ご
と
く
で
、
合
筆
で
は
な
い
が
、
絵
入
り
狐
歌
本
の
体
裁
を
受
け
継
い
だ
寛

政
十
一
年
の
浅
草
庵
編
、
北
斎
画
「
東
遊
」
の
筆
耕
を
一
部
、
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
直
前
、
寛
政
十
年
の
初
冬
、
古
宗
理
の
十
七
回

忌
が
営
ま
れ
た
の
を
機
に
、
俵
家
の
宗
理
名
を
離
脱
し
て
「
北
斎
辰
政
」
と
改
名
す
る
決
意
を
固
め
て
い
た
北
斎
は
、
自
ら
の
懐
旧
の
句
を

載
せ
た
摺
り
物
を
作
成
し
、
そ
の
書
を
華
渓
に
担
当
さ
せ
た
。
そ
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
東
遊
」
に
題
字
を
寄
せ
た
の
は
、
「
北
斎
辰
政
」

を
名
乗
っ
て
自
立
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
首
途
を
後
押
し
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

鈴
木
淳

-1-



期
に
、
賛
を
口

素
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
合
筆
絵
本
類
は
、
単
に
絵
入
り
狂
歌
本
と
い
う
以
上
に
、
本
自
体
が
優
に
一
個
の
芸
術
品
た
り
得
る
い
く
つ
か
の
要
件
を
備

え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
は
「
蔦
屋
重
三
郎
の
狂
歌
本
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
合
筆
狂
歌
本
に
つ
い
て
、

蔦
屋
に
よ
っ
て
出
板
さ
れ
た
、
す
べ
て
の
絵
入
り
狂
歌
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
中
で
、
も
っ
と
も
興
味
深
い
も
の
は
、
一
人
以
上
の
絵
師

に
よ
る
作
品
を
表
現
し
た
ア
ル
バ
ム
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
挿
絵
が
通
常
、
五
図
を
超
え
ず
、
色
摺
り
で
、
二
つ
折
り
の
料
紙
を

用
い
て
い
る
こ
と
、
テ
キ
ス
ト
が
卓
越
し
た
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
、
一
定
の
賛
沢
な
特
徴

を
以
て
、
折
り
本
の
装
訂
で
出
板
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
後
半
の
絵
入
り
狂
歌
本
、
狂
歌
絵
本
、
狂
歌
摺
り
物
な
ど
は
、
狂
歌
だ
け
で
な
く
、
添
え
ら
れ
た
は
な
や
か
で
禰
酒
な
挿
絵

が
相
乗
的
な
効
果
を
発
揮
し
て
、
た
い
へ
ん
な
盛
行
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
絵
や
狂
歌
に
比
べ
る
と
地
味
な
存
在
で
あ
る
が
、

絵
入
り
狂
歌
本
等
の
人
気
を
支
え
た
、
隠
れ
た
要
因
と
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
書
で
あ
ろ
う
。
書
が
、
狂
歌
本
に
お
い
て
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
狂
歌
に
よ
る
江
戸
趣
味
が
漂
う
、
都
会
的
で
洗
練
さ
れ
た
世
界
を
作
り
出
す
上
で
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
歌
書
の
よ
う
に
伝
統
的
で
優
雅
な
そ
れ
と
は
一
線
を
画
し
つ
つ
、
狂
歌
が
持
つ
酒
脱
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
よ
り
し
な
や

か
で
艶
の
あ
る
筆
勢
が
求
め
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
絵
入
り
狂
歌
本
等
の
制
作
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
要
件
に
適
っ
た
筆
工
を
得
る
こ
と
は
、
ｌ２

け
し
て
小
さ
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
寛
政
年
間
、
狂
歌
が
世
の
中
で
も
っ
と
も
持
て
畷
さ
れ
た
時
一

期
に
、
賛
を
尽
く
し
て
制
作
さ
れ
た
、
堤
等
琳
、
窪
俊
満
そ
の
他
の
絵
師
に
よ
る
合
筆
絵
入
り
狂
歌
本
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
不
可
欠
の
要

は
じ
め
に
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と
述
べ
て
い
る
（
１
）
。
氏
は
、
蔦
屋
が
出
し
た
合
筆
狂
歌
本
の
賛
の
尽
く
し
様
が
、
料
紙
、
装
訂
な
ど
、
形
態
的
な
面
ば
か
り
で
な
く
、
狂
歌
、

挿
絵
、
書
体
す
な
わ
ち
テ
キ
ス
ト
、
イ
メ
ー
ジ
、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
の
創
造
的
な
板
面
の
演
出
に
も
あ
っ
た
こ
と
を

的
確
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
担
い
手
こ
そ
が
本
稿
の
対
象
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
狂
歌
を
詠
ん
だ
狂
歌
師
や
絵
を
描
い
た
画
工
に
比
べ
て
、
書
を
認
め
た
筆
工
の
名
が
知
ら
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
と
く
に
天

明
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
の
天
明
狂
歌
の
盛
行
期
に
お
い
て
、
筆
工
名
が
明
記
さ
れ
た
例
は
、
ほ
と
ん
ど
管
見
に
入
ら
な
い
。
た
だ
し
、

大
田
南
畝
の
板
下
が
疑
わ
れ
る
も
の
は
い
く
つ
か
あ
り
、
鈴
木
重
三
は
、
「
狂
歌
の
展
開
と
『
画
本
虫
撰
」
」
（
２
）
で
、
歌
麿
の
「
Ⅲ
本
虫
撰
」

の
狂
歌
の
板
下
に
つ
い
て
、
「
こ
の
版
下
の
字
は
書
体
か
ら
見
る
と
、
大
川
南
畝
の
筆
と
い
う
公
算
が
強
い
」
と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。

鈴
木
説
の
ご
と
く
、
「
画
本
虫
撰
」
は
南
畝
の
筆
意
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
い
か
に
も
狂
歌
本
に
ふ
さ
わ
し
い
、
洗
練
さ
れ
た
雰
囲

気
を
醸
し
出
す
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
勝
川
春
潮
画
の
寛
政
初
年
頃
刊
の
「
狂
歌
紅
葉
橋
」
や
「
絵
本
千
代
の
春
」
に
つ
い
一３

て
も
、
南
畝
板
下
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
同
趣
の
こ
と
が
い
え
る
。
筆
工
名
を
明
記
し
な
か
っ
た
の
は
、
南
畝
で
あ
れ
ば
、
取
締
り
を
一

怖
れ
た
こ
と
、
南
畝
以
外
の
筆
工
で
あ
れ
ば
、
名
立
た
る
狂
歌
師
の
作
品
を
記
名
し
て
認
め
る
こ
と
に
慨
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

そ
う
し
た
中
で
例
外
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
し
て
、
絵
入
り
狂
歌
本
等
に
お
い
て
、
堂
々
と
記
名
し
て
顕
著
な
活
躍
を
し
た
書
家
に
稲

葉
貞
隆
、
号
華
渓
が
い
る
。
貞
隆
が
筆
工
と
し
て
参
加
し
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
絵
本
に
限
ら
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
多
い
の

が
狂
歌
本
で
あ
る
。
と
り
わ
け
際
立
つ
の
は
、
上
述
の
通
り
、
寛
政
期
の
堤
等
琳
、
窪
俊
満
そ
の
他
の
合
筆
絵
入
り
狂
歌
本
で
あ
る
が
、

最
後
は
、
葛
飾
北
斎
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
貞
隆
が
、
板
下
筆
耕
の
世
界
に
登
場
す
る
の
は
、
管
見
の
限

り
、
一
陽
斎
素
外
の
絵
入
り
俳
書
『
絵
本
接
穂
の
花
」
で
、
寛
政
二
年
正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
小
暦
な
ど
を
経
て
、
絵
入
り

狂
歌
本
に
結
び
付
き
、
華
々
し
い
活
躍
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
寛
政
十
二
年
の
彼
の
物
故
と
同
時
期
に
、
合
筆
絵
入
り
狂
歌
本

ト
今
や
《
ノ
。



、
華
渓
稲
貞
隆

剴

と
あ
る
。
書
家
を
表
す
合
標
の
■
■
が
付
記
さ
れ
、
ま
た
、
故
人
を
表
す
鉤
点
、
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
十
五
年
刊
『
江
都
諸
名
家
墓
所
一
覧
」
に
、

稲
葉
華
渓
名
貞
隆
称
兵
吉
寛
政
十
二
年
十
二
月
廿
七
日
同
（
西
福
寺
）

と
あ
り
（
４
）
、
「
武
江
年
表
」
の
寛
政
十
二
年
の
条
に
も
、

○
十
二
月
廿
七
日
、
書
家
稲
葉
華
渓
卒
、
五
十
五
歳
、
浅
草
西
禍
寺
に
葬
す

（
５
）
と
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
墓
所
と
伝
え
る
浅
草
（
現
台
東
区
蔵
前
四
丁
目
）
西
福
寺
に
は
、
遺
憾
な
が
ら
そ
の
墓
石
は
確
認
で
き

な
い
。
た
だ
し
、
過
日
、
た
ま
た
ま
向
島
（
墨
田
区
堤
通
二
丁
目
）
の
木
母
寺
に
、
華
渓
の
筆
塚
が
あ
る
の
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

ま
ず
こ
の
筆
塚
の
紹
介
か
ら
は
じ
め
た
い
・

木
母
寺
は
、
山
号
は
梅
柳
山
で
、
謡
曲
「
隅
田
川
』
な
ど
で
有
名
な
梅
若
塚
が
営
ま
れ
た
場
所
と
し
て
、
江
戸
時
代
も
早
く
か
ら
知
ら

も
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
寛
政
期
に
お
け
る
江
戸
の
狂
歌
本
の
同
伴
者
と
で
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、

こ
の
華
渓
の
活
動
の
足
跡
を
で
き
る
か
ぎ
り
跡
づ
け
て
み
た
い
。

稲
葉
華
渓
が
、
文
献
に
そ
の
名
を
留
め
る
こ
と
は
稀
で
、
管
見
の
限
り
、
一
つ
は
、
瀬
川
富
三
郎
著
「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
（
３
）
の

深
川
の
条
に
、

ロ

｜
、
華
渓
の
略
伝
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れ
た
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
筆
塚
は
、
梅
若
塚
の
遺
跡
と
さ
れ
る
辺
り
の
す
ぐ
脇
、
仮
名
垣
魯
文
の
「
花
笠
文
京
翁
碑
」
や
亀
田
鵬
斎

の
「
題
隅
田
堤
桜
花
」
碑
な
ど
が
並
び
立
つ
境
内
の
一
画
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
自
然
石
の
表
面
を
研
磨
し
て
刻
字
し
た
も
の
で
、
大
き

さ
は
縦
約
一
四
○
、
横
約
八
○
糎
で
あ
る
。
額
字
は
「
華
渓
先
生
禿
筆
之
蔵
銘
井
序
」
で
、
序
及
び
銘
に
当
た
る
本
体
は
、
全
十
二
行
に

亘
っ
て
楢
書
体
で
書
か
れ
、
意
味
と
も
に
明
噺
で
あ
る
。
た
だ
し
、
火
災
か
何
か
の
原
因
で
、
碑
面
の
中
程
が
左
右
一
杯
に
損
傷
し
、
各

行
四
、
五
字
ほ
ど
文
字
が
融
解
し
て
判
読
で
き
な
い
。
ま
た
、
各
行
の
最
下
部

爵
ゞ

は
、
半
ば
土
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
や
は
り
二
、
三
字
ほ
ど
読
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
、
完
全
な
解
読
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
い
ま
可
能
部
分
に
限
り
、

木
母
寺
の
許
可
を
得
て
、
苔
を
払
っ
て
判
読
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

解
読
に
当
た
っ
て
、
判
読
不
能
部
分
は
、
「
・
…
．
．
」
（
四
、
五
字
）
、
「
．
：
」
（
二
、

三
字
）
、
「
□
□
」
で
示
し
た
。
ま
た
私
に
読
点
を
打
ち
、
注
記
は
（
）
に

三
字
）
、
「
□
□
」

入
れ
て
記
し
た
。（

額
字
）
華
渓
先
生
禿
筆
之
蔵
銘
井
序

寛
政
十
二
年
歳
在
庚
申
十
一
月
・
・
：
先
生
病
而
卒
、
享
年
五
十
有
五
、
葬
・
：

福
寺
、
其
後
親
故
門
人
職
力
・
・
・
・
：
郷
里
氏
族
具
記
其
背
、
不
復
幾
於
：

氏
、
謎
貞
隆
、
字
兵
吉
、
華
渓
其
．
．
…
・
農
家
、
自
幼
嗜
作
字
、
不
留
意
稼
柵
、

字
、
大
為
郷
里
所
称
揚
、
父
母
：
：
．
使
従
其
所
□
、
為
人
静
黙
修
潔
、
外
：
、

与
人
交
謙
損
而
不
阿
、
雛
：
：
必
端
、
殆
可
謂
端
人
突
、
年
二
十
来
：

街
聞
三
井
龍
湖
先
生
、
以
；
・
而
学
経
年
、
累
日
箪
思
於
字
学
、
精
…



建
碑
の
時
期
は
、
「
庚
辰
」
の
表
記
か
ら
文
政
三
年
五
月
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
刻
字
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
失
わ
れ
た
部
分
も
、
文

脈
か
ら
必
然
的
に
想
像
さ
れ
る
範
囲
で
補
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
華
渓
は
、
寛
政
十
二
年
十
一
月
、
五
十
一
歳

で
病
没
し
、
そ
の
遺
体
は
西
福
寺
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
親
戚
、
門
人
が
力
を
合
わ
せ
、
墓
石
を
建
て
、
そ
の
背
面
に
郷
里
、
氏
族
、

そ
の
他
の
事
柄
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
た
の
で
、
ま
た
同
様
の
こ
と
に
つ
い
て
賛
言
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
名
は
貞
隆
、
通
称
は
兵
吉
で
、

華
渓
は
そ
の
号
で
あ
る
。
農
家
に
生
ま
れ
、
幼
少
よ
り
字
を
書
く
こ
と
を
嗜
み
、
稼
ぐ
こ
と
に
意
を
用
い
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
華
渓
の

書
く
字
は
、
大
い
に
郷
里
の
称
揚
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
両
親
も
そ
の
好
む
と
こ
ろ
に
従
う
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
人
柄
は
、
寡
黙
で
整

正
と
し
て
い
て
、
人
と
交
わ
る
の
に
、
謙
譲
を
も
っ
て
し
、
し
か
も
阿
る
こ
と
が
な
く
、
ま
さ
に
端
人
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
二
十
年
来
、

そ
の
名
前
を
聞
い
て
い
た
三
井
龍
湖
（
親
和
）
に
就
い
て
何
年
も
学
び
、
連
日
、
字
学
に
思
い
を
巡
ら
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
書
家
は
、
中
途
半
端
に
古
代
に
遡
及
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
た
い
へ
ん
混
雑
し
た
書
風
が
行
わ
れ
て
い
た
。
華
渓
は
、

家
中
間
褥
乎
古
、
頗
混
化
．
．
：

書
者
日
盛
、
一
日
蓋
其
弟
．
…

所
書
片
紙
隻
紺
、
以
為
栄
：
：

平
素
精
神
所
到
、
不
欲
棄
之
．

鴫
呼
不
亦
哀
哉
、
余
亦
髻
時
、

三
朋
友
相
謀
、
痙
干
隅
田
大
．

隅
田
之
隈
、
神
之
所
遊
．

干
彼
林
丘
、
是
此
□
：
：

不
審
不
渤
、
銘
告
諸
幽

・
・
李
蒙
泪
惜
行
草
、
莫
不
蝉
藻
具
…

：
士
大
夫
下
、
逮
旗
亭
酒
騨
童
男
婦
…

：
而
後
妻
財
津
氏
、
集
禿
筆
数
千
、
鵜
．
：

：
．
：
名
区
霊
場
、
而
蔵
之
突
、
未
果
而
財
…

…
：
．
於
是
挙
也
、
豈
可
黙
而
止
乎
、
於
是
…

：
…
以
為
禿
筆
之
蔵
□
、
為
之
銘
日

…
年
庚
辰
五
月
□
口
戸
図
南
小
田
切
翼

広
：
①
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稲葉華渓筆譜

で
艶
や
か
な
書
体
は
、
老
』

と
も
か
く
、
親
和
は
、
」

持
ち
に
対
し
て
、
広
沢
門
《

久
間
東
川
著
「
東
川
筆
記
」

寺
社
の
額
多
し
、
又
一

李
斯
の
創
始
し
た
小
蒙
を
基
本
に
、
措
行
草
体
に
及
び
、
尽
く
し
到
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
書
は
、
日
々
に
盛
ん

と
な
り
、
門
人
は
役
人
を
は
じ
め
、
料
亭
や
酒
場
の
男
女
に
ま
で
及
び
、
片
々
た
る
筆
跡
で
あ
っ
て
も
持
て
嗽
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

妻
の
財
津
氏
は
、
使
い
古
し
た
禿
筆
数
千
本
を
集
め
た
が
、
そ
れ
は
華
渓
が
平
生
、
精
神
を
傾
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
棄
て
る

に
忍
び
ず
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
名
所
に
納
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
財
津
氏
は
、
そ
の
こ
と
を
果
た
さ
ず
し
て
没
し
て
し
ま
っ
た
。
な

ん
と
哀
れ
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
企
て
が
計
画
さ
れ
た
の
は
、
私
が
童
子
の
頃
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
し
て
こ
の
ま
ま
黙
止
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
二
三
人
の
朋
友
と
謀
っ
て
隅
田
川
の
畔
に
禿
筆
を
埋
め
、
「
禿
筆
之
蔵
」
と
す
る
こ
と
と
し
、
銘
を
刻
ん
だ
。
隅
田
川
の

こ
の
一
隅
は
、
神
々
の
浮
遊
す
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
彼
の
柳
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
小
丘
（
梅
若
塚
）
に
場
所
を
卜
し
た
。

欠
け
る
こ
と
な
く
、
割
け
る
こ
と
な
き
よ
う
、
銘
に
よ
っ
て
諸
神
に
告
げ
た
い
。

以
上
が
、
碑
文
の
内
容
で
あ
る
が
、
と
く
に
華
渓
の
前
半
生
の
概
略
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
三
井
龍
湖
は
、
名
を
親
和
、
’７

通
称
孫
兵
衛
と
い
い
、
深
川
に
住
し
、
天
明
二
年
三
月
七
日
に
八
十
三
歳
で
没
し
た
、
細
井
広
沢
の
門
に
出
た
唐
様
書
家
で
、
と
く
に
豪
一

書
の
評
価
が
高
か
っ
た
。
蒙
刻
の
業
績
は
、
寛
政
五
年
六
月
に
息
子
の
親
孝
が
作
っ
た
「
親
和
印
譜
」
が
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書

館
に
も
伝
え
ら
れ
（
６
）
、
そ
の
業
績
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
御
家
流
を
学
ん
だ
た
め
、
和
様
も
自
在
に
操
り
、
安
永
二
年
八

月
、
女
性
向
け
の
往
来
物
「
や
ま
と
ふ
み
」
特
大
本
一
冊
を
著
し
、
署
名
に
は
「
深
川
親
和
七
十
三
歳
書
」
と
あ
る
。
そ
の
伸
び
や
か

で
艶
や
か
な
書
体
は
、
老
い
て
も
衰
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ご
と
く
で
、
女
性
達
を
虜
に
し
て
逸
ら
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
も
か
く
、
親
和
は
、
こ
う
し
て
豪
書
か
ら
仮
名
書
き
に
至
る
型
破
り
な
幅
広
さ
を
持
ち
味
と
し
て
い
た
が
、
日
頃
の
派
手
勝
ち
な
身

持
ち
に
対
し
て
、
広
沢
門
の
同
僚
か
ら
、
豐
篭
を
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
三
村
清
三
郎
の
「
近
世
能
書
伝
』
に
紹
介
さ
れ
る
、
佐

又
町
家
祭
礼
の
幟
な
ど
、
大
字
書
て
世
に
称
揚
す
、
先
師
の
禁
法
を
慎
ま
ず
、
人
の
求
む
る
ま
、
に
商
家
の
招
牌

に

は
、



暖
簾
な
ど
多
書
散
し
て
高
名
な
り
、
門
人
多
し

（
７
）
と
あ
る
。
親
和
が
寺
社
の
額
字
や
祭
礼
の
幟
字
で
筆
を
揮
っ
た
と
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
豪
字
で
あ
ろ
う
。
蒙
字
は
、
当
時
こ
の
ほ
か

印
章
の
蒙
刻
や
碑
文
の
題
額
な
ど
、
広
汎
に
需
要
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
華
渓
の
筆
業
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
こ
と

と
し
て
記
憶
に
止
め
て
お
き
た
い
。
ま
た
「
先
師
の
禁
法
」
と
は
、
町
家
の
幟
、
商
家
の
看
板
、
暖
簾
な
ど
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
、
広

沢
が
厳
に
戒
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
親
和
は
、
お
そ
ら
く
生
来
の
器
用
さ
に
任
せ
、
商
家
や
書
騨
な
ど
に
請
わ
れ

る
ま
ま
に
、
気
軽
に
応
じ
る
と
い
っ
た
腰
の
軽
さ
が
幸
い
し
て
、
や
が
て
人
気
を
掠
い
、
時
代
の
寵
児
に
ま
で
上
り
詰
め
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
親
和
門
人
の
華
渓
に
つ
い
て
、
碑
文
は
、
「
端
人
」
と
称
す
べ
き
ほ
ど
品
行
方
正
な
性
格
で
、
平
素
か
ら
も
っ
ぱ
ら
字
学
に
精
励
し
、

師
か
ら
蒙
書
を
学
ぶ
こ
と
に
専
心
し
て
い
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
門
人
は
武
家
ば
か
り
か
、
広
く
花
街
に
も
及
ん
だ
と

あ
り
、
後
述
の
通
り
、
北
斎
の
「
東
都
名
所
一
覧
」
に
、
華
渓
の
書
い
た
深
川
の
祭
礼
の
幟
が
描
か
れ
る
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
。
豪
書

を
表
芸
と
し
な
が
ら
、
仮
名
書
き
に
も
勝
れ
た
才
能
を
発
揮
す
る
な
ど
、
何
か
と
師
親
和
譲
り
の
幅
広
さ
や
器
用
さ
を
身
に
着
け
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
絵
本
と
の
結
び
付
き
も
、
も
っ
ぱ
ら
、
仮
名
書
き
の
名
手
と
し
て
の
評
判
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

建
石
し
た
の
は
、
小
田
切
翼
と
い
う
華
渓
の
門
人
で
、
文
政
元
年
板
『
江
戸
当
時
諸
家
人
名
録
」
（
８
）
に
、

書
図
南
名
翼
字
万
里
浅
草
東
仲
町
小
田
切
東
次
郎

と
見
え
る
。
な
お
、
「
木
村
仙
秀
集
」
七
の
「
柳
の
糸
」
に
、
華
渓
に
触
れ
て
、

こ
の
人
は
親
和
門
人
で
、
三
馬
に
悪
口
い
は
れ
た
小
田
切
図
南
の
師
匠
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る

（
９
）
と
あ
る
の
を
手
が
か
り
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
文
化
七
、
八
年
の
三
馬
の
日
記
『
式
亭
雑
記
」
（
叩
）
に
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
た
。

浅
草
見
付
よ
り
雷
神
門
の
あ
た
り
、
ち
か
き
家
々
の
招
牌
を
見
る
に
、
東
江
流
と
親
和
門
人
華
渓
流
と
を
、
一
ッ
雷
盆
に
て
か
き
廻
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次
に
、
華
渓
が
筆
耕
と
な
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
出
板
さ
れ
た
絵
本
を
年
代
順
に
列
挙
し
て
み
た
い
。
狂
歌
本
文
は
も
と
よ
り
、
と
く
に

断
ら
な
く
と
も
、
題
篭
、
序
文
の
板
下
も
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
所
在
は
、
被
見
し
た
本
の
所
蔵
機
関
名
を
一
つ
上
げ
て
お
く
に

右
に
よ
っ
て
、
華
渓
、
図
南
と
も
市
街
の
招
牌
な
ど
を
盛
ん
に
書
き
散
ら
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
三
馬
の
筆
鋒
は
、
も
っ

ぱ
ら
図
南
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
さ
す
が
に
華
渓
は
そ
の
悪
口
を
免
れ
て
い
る
。
三
馬
は
さ
ら
に
、
図
南
の
法
帖
「
商
売
往
来
」
（
北
島

兵
四
郎
刊
）
に
つ
い
て
も
痛
罵
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
と
は
華
渓
か
ら
は
離
れ
て
い
く
の
で
、
省
略
に
従
う
こ
と
と
し
た
い
。
図
南

に
つ
い
て
は
、
な
お
こ
の
稿
の
最
後
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

哉 段
の
箱
を
見
る
に
、

は
じ
め
て
さ
と
り
ぬ

百
度
敷

と
あ
り
、
し
か
も
図
南
歎
、
門
人
歎
、
い
づ
れ
図
南
流
に
疑
な
し
、

段
の
箱
を
見
る
に
、
是
は
華
渓
流
に
て
、
百
度
数
と
記
し
あ
り
、
〉

度
、
度
一
画
不
足
数
敷
歎

図
南
が
文
盲
こ
れ
に
て
想
像
す
べ
し
、
か
し
こ
く
も
観
音
大
士
の
堂
前
に
置
く
箱
な
れ
ば
、
よ
く
ノ
、
慎
て
書
く
べ
き
こ
と
な
ら
ず

し
た
る
如
き
筆
法
、
あ
ま
た
見
え
ぬ
、
彼
筆
者
の
名
を
問
ふ
に
、
図
南
先
生
と
や
ら
ん
答
た
り
、
住
所
は
西
仲
町
、
姓
は
小
田
切
と

い
ふ
よ
し
き
け
り
、
誤
字
専
ら
に
て
、
書
法
備
ら
ず
、
い
ま
ノ
ー
し
き
書
体
也
、
金
竜
山
浅
草
寺
百
度
詣
の
さ
し
を
投
入
る
、
箱
に
、

二
、
「
絵
本
接
穂
の
花
』
以
後

百
度
数
と
記
し
あ
り
、

、
度
の
字
一
画
不
足
、
且
は
、
敷
と
い
ふ
文
字
心
得
ざ
れ
ば
、
上

さ
て
は
百
度
敷
と
書
た
る
こ
そ
、
数
と
い
ふ
字
の
誤
な
ら
め
、
と
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と
ど
め
た
。

（
五
）
「
春
の
色
（
絵
本
歌
与
美
烏
）
」
大
判
一
帖
、
二
八
枚
。
寛
政
七
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
序
、
桑
楊
惹
。
絵
は
等
琳
二
、
隣

松
二
、
尚
左
堂
窪
俊
満
二
、
尚
峰
一
で
、
隣
松
と
等
琳
の
合
作
一
図
を
含
む
計
六
図
。
筆
工
署
名
「
寛
政
乙
卯
春
日
華
渓
老
漁
書
」
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
蔵
。

（
六
）
「
百
さ
へ
つ
り
」
大
判
一
帖
、
二
四
・
五
枚
。
寛
政
八
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
序
は
後
巴
人
亭
光
。
絵
は
尚
峰
一
、
等
琳
二
、

雲
峰
一
、
尚
左
堂
窪
俊
満
二
の
計
六
図
。
筆
工
署
名
「
寛
政
丙
辰
春
日
華
渓
老
人
書
（
印
）
（
印
こ
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ

（
二
）
「
狂
歌
桑
之
弓
」
半
紙
本
一
冊
、
一
六
丁
。
寛
政
四
年
正
月
、
伯
楽
連
の
私
家
版
。
序
は
寛
政
四
年
正
月
、
桑
楊
巷
光
。
絵
は
等
琳
（
雪

山
堤
等
琳
）
一
、
俊
満
（
尚
左
堂
窪
俊
満
）
四
の
計
五
図
（
半
丁
図
二
を
含
む
）
。
筆
工
署
名
「
華
渓
稲
貞
隆
書
」
。
国
立
脚
会
図
書
館
蔵
。

（
三
）
「
癸
丑
春
帖
」
大
本
一
冊
、
二
二
丁
。
寛
政
五
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
序
は
寛
政
五
年
正
月
、
桑
楊
篭
光
。
絵
は
等
琳
二
、

俊
満
二
、
隣
松
二
の
計
六
図
。
筆
工
署
名
「
華
渓
稲
貞
隆
書
（
印
）
（
印
こ
。
印
は
白
文
方
朱
印
で
、
「
貞
隆
」
「
熊
岡
」
か
。
大
英
博

物
館
蔵
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヒ
リ
ア
ー
本
。

トー

（
四
）
『
春
の
色
」
大
判
一
帖
、
二
二
枚
。
寛
政
六
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
序
、
桑
楊
巷
光
。
絵
は
等
琳
二
、
隣
松
二
、
尚
左
堂
一

窪
俊
満
二
、
歌
麿
一
、
北
尾
紅
翠
斎
（
重
政
）
一
で
、
隣
松
と
俊
満
の
合
作
一
図
を
含
む
計
七
図
。
筆
工
署
名
「
華
渓
稲
貞
隆
書
」
。

Ｉ
・
ピ
ー
テ
ィ
図
書
館
蔵
。

大
英
博
物
館
蔵
。

寛
政
二
年
春
、
一
陽
皿

メ
美
術
館
図
書
館
蔵
。

（
二
「
絵
本
接
穂
の
花
」
半
紙
本
一
冊
、
四
三
・
五
丁
。
寛
政
二
年
正
月
、
伊
勢
屋
吉
重
郎
他
二
軒
。
素
外
編
、
勝
川
春
章
画
。
序
は

寛
政
二
年
春
、
一
陽
井
主
人
（
素
外
）
で
、
筆
工
署
名
は
序
の
末
尾
に
「
伯
楽
街
華
渓
貞
隆
書
」
。
四
三
・
五
丁
。
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
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（
七
）
「
柳
の
糸
」
大
判
一
帖
、
三
六
枚
。
寛
政
九
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
序
は
寛
政
九
年
正
月
、
浅
草
篭
。
絵
は
、
等
琳
二
、
隣
松
一
、

栄
之
一
、
華
藍
（
重
政
）
一
、
北
斎
宗
理
一
の
計
六
図
。
筆
工
署
名
「
寛
政
丁
巳
春
日
華
渓
老
漁
（
印
）
（
印
と
。
印
は
、
文
朱
方

印
「
貞
隆
」
「
熊
岡
」
か
。
パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
写
真
室
蔵
デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
八
）
「
男
踏
歌
』
大
判
一
帖
、
四
九
枚
。
寛
政
十
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
序
は
、
寛
政
十
年
正
月
、
浅
草
篭
。
絵
は
等
琳
一
、
歌
麿
一
、

北
尾
紅
翠
斎
（
重
政
）
一
、
白
峯
邨
易
祇
一
、
烏
文
斎
栄
之
一
、
北
斎
宗
理
一
の
計
六
図
。
筆
工
署
名
「
華
渓
老
漁
書
」
。
フ
リ
ー
ア

美
術
館
蔵
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
九
）
『
東
遊
」
、
寛
政
十
一
年
正
月
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。
浅
草
庵
市
人
編
。
北
斎
画
。
序
は
寛
政
十
一
年
正
月
、
浅
草
巷
。
序
の
筆
工

署
名
「
華
渓
陳
人
書
（
印
）
（
印
）
」
。
印
は
墨
文
方
印
「
五
」
「
瀬
」
。
巻
首
に
題
字
「
（
印
）
万
象
為
新
華
渓
老
漁
蒙
（
印
）
（
印
）
」
。

印
は
白
文
方
印
「
安
々
」
（
関
防
印
）
に
同
じ
く
「
貞
隆
」
「
字
兵
吉
」
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。

１１

右
の
通
り
、
華
渓
が
書
家
と
し
て
、
絵
本
に
拘
わ
っ
た
最
初
の
も
の
は
、
知
り
得
る
か
ぎ
り
で
は
、
寛
政
二
年
の
勝
川
春
章
の
（
二
『
絵
一

本
接
穂
の
花
」
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
日
本
国
内
で
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
は
所
蔵
が
な
い
。
海
外
で
は
シ
カ
ゴ
美
術
館
の

グ
ー
キ
ン
（
厚
の
号
国
民
言
の
○
○
画
ロ
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
他
に
も
存
す
る
が
、
い
ま
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
メ
美
術
館
図
書
館
本
に
よ
っ
て
紹
介
を

試
み
た
い
。
整
理
番
号
一
七
八
四
○
．
半
紙
本
一
冊
。
四
巻
合
一
冊
。
墨
摺
り
（
手
彩
色
）
。
縦
二
二
・
九
、
横
一
六
・
○
糎
。
薄
茶
色
案
文

繋
ぎ
艶
出
し
表
紙
。
題
篭
（
書
き
題
簔
）
「
絵
本
接
穂
の
花
勝
川
春
章
画
寛
政
二
年
板
」
。
刊
記
は
「
干
時
寛
政
二
庚
戌
年
孟
春
」
で
、
賊

の
前
丁
の
裏
に
、
絵
師
署
名
と
並
べ
て
記
さ
れ
る
。
奥
付
（
裏
表
紙
見
返
し
）
に
「
書
林
本
町
三
丁
目
西
村
源
六
本
材
木
町
一
丁
Ｕ

西
宮
新
六
浅
艸
雷
神
門
前
伊
勢
屋
吉
十
郎
」
。
絵
師
署
名
「
江
都
縦
凹
生
旭
朗
井
勝
酉
爾
春
章
［
印
］
」
。
春
章
の
刻
印
は
「
柳
」
か
。

彫
工
は
奥
付
に
「
彫
工
岡
本
松
魚
同
同
松
羅
」
「
初
末
彫
工
野
代
柳
湖
」
。
序
は
、
寛
政
二
年
春
、
一
陽
井
主
人
（
素
外
）
。
賊
は
、

寛
政
二
年
正
月
、
昌
平
橋
北
隠
子
餅
斎
。
構
成
は
、
序
一
丁
、
絵
四
○
・
五
丁
、
刊
記
等
○
・
五
丁
、
賊
一
丁
、
奥
付
○
・
五
丁
。
柱
「
上
ノ



画
人
勝
川
春
章
又
の
名
は
宜
富
、
諾
語
を
好
ん
て
鮴
斎
に
教
を
と
る
、
こ
と
し
や
四
方
の
君
子
の
言
葉
の
林
に
花
苔
め
る
こ
ろ
、
其

枝
ノ
ー
を
乞
請
、
己
か
画
を
台
と
し
、
接
と
，
め
て
、
長
き
盛
り
を
桜
木
に
見
せ
な
む
と
は
か
る
、
さ
る
は
春
に
春
、
秋
に
秋
も
一

株
に
色
を
わ
か
ち
、
ま
た
曲
を
わ
か
つ
の
物
数
寄
あ
れ
は
、
髪
を
伐
、
か
し
こ
を
焼
く
め
る
の
筆
作
も
あ
る
を
や
、
猶
眺
め
深
し
と

い
は
む
獣
、
需
に
応
し
、
其
卦
を
有
の
儘
に
接
穂
の
花
と
銘
し
て
、
は
し
め
の
樹
の
傍
に
寄
侍
る
也

寛
政
二
年
庚
戌
春
神
田
玉
池
一
陽
井
主
人
述

伯
楽
街
華
渓
貞
隆
書

序
者
の
一
陽
井
素
外
は
、
江
戸
神
田
お
玉
が
池
に
居
住
し
た
俳

譜
師
で
、
は
じ
め
綾
足
門
、
の
ち
に
江
戸
談
林
派
の
首
魁
と
し

て
活
躍
し
た
。
浮
世
絵
師
の
北
尾
重
政
、
号
紅
翠
斎
ま
た
花
藍

や
、
歌
川
豊
国
、
号
一
陽
斎
は
、
い
ず
れ
も
素
外
の
門
に
学
ん
だ
が
、

右
の
序
に
は
、
春
章
が
素
外
の
弟
子
の
餅
斎
に
俳
譜
を
学
ん
だ
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
素
外
は
、
安
永
二
年
、
『
絵
本
世
都
の
時
』
を

重
政
と
共
作
し
、
さ
ら
に
寛
政
五
年
に
は
水
野
蔵
朝
の
挿
絵
を
得

て
『
俳
譜
世
吉
の
物
競
』
を
出
板
し
て
い
る
ほ
か
、
寛
政
四
年
九
月
に
は
、
日
暮
里
の
養
福
寺
内
の
天
満
宮
に
「
梅
翁
花
尊
碑
」
を
建
立

し
て
、
談
林
派
の
祖
梅
翁
（
西
山
宗
因
）
の
顕
彰
に
努
め
て
い
る
。
な
お
賊
者
の
緋
斎
は
、
素
外
の
門
人
で
、
春
章
の
安
永
七
年
『
絵
本

一
（
～
十
）
」
「
二
ノ
ー
（
～
十
、
終
と
「
三
ノ
ー
．
（
～
十
）
」
「
四
ノ
ー
（
～
十
一
）
」
。
蔵
書
印
「
掃
葉
山
房
蔵
書
」
。
相
板
元
の
う
ち
伊
勢

屋
吉
十
郎
は
、
相
応
に
特
異
な
書
騨
で
あ
る
こ
と
、
拙
稿
二
絵
本
物
見
岡
』
私
考
」
（
ｕ
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

序
（
叙
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

Rights were not granted to include this 
image in electronic media. Please refer 
to the printed journal.

naoko.fujimoto
長方形
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庚
戌
春
正
月
昌
平
橋
北
隠
子
峅
斎

３１

右
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
も
と
初
編
、
後
編
二
巻
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
は
、
「
松
之
巻
首
」
「
竹
之
巻
首
」
「
梅
之
巻
首
」
｜

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
さ
し
て
深
い
意
味
は
な
く
、
正
月
の
出
板
物
に
祝
祭
的
な
意
味
合
い
を
付
与
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
制

作
の
意
図
は
、
春
章
が
諸
方
か
ら
発
句
を
請
い
集
め
、
そ
れ
ら
を
自
ら
描
い
た
絵
に
配
当
し
た
も
の
。
「
接
穂
」
の
い
い
は
、
句
を
枝
に
見

立
て
、
台
木
に
見
立
て
た
春
章
の
絵
に
そ
れ
を
接
ぎ
木
す
る
意
味
と
い
う
。
俳
譜
の
師
で
あ
る
餅
斎
の
賊
に
、
「
句
意
を
図
す
る
は
両
人
の

奇
術
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
春
章
は
、
諸
人
の
句
を
元
に
描
画
し
た
こ
と
に
な
る
。
画
賛
と
は
逆
に
な
り
、
絵
入
り
俳
書
の
作
り
方
と

し
て
は
、
珍
し
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
句
が
先
で
、
絵
が
後
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
例
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

俳
人
は
、
鉄
洲
以
下
、
七
十
人
ほ
ど
。
多
く
は
、
素
外
門
人
と
目
さ
れ
る
が
、
中
に
出
雲
松
江
藩
主
松
平
宗
術
男
の
雪
川
、
播
磨
姫
路

藩
主
酒
井
忠
以
弟
の
屠
龍
（
抱
一
）
な
ど
の
貴
顕
や
、
蔵
前
の
札
差
で
十
八
大
通
の
一
人
で
あ
る
文
魚
な
ど
、
多
少
名
の
知
ら
れ
た
作
者

を
含
ん
で
い
る
。
図
は
、
見
開
き
図
に
一
句
の
み
と
二
句
の
二
通
り
で
、
様
々
な
名
所
の
風
景
や
風
俗
、
王
朝
風
、
元
禄
風
俗
、
田
園
行
楽
、

威
武
貴
山
」
に
序
を
添
え
一

書
体
で
、
春
章
筆
の
可
能
峡

ま
た
、
賊
は
次
の
通
り
。

絵
本
接
穂
農
花
と
い
へ
る
題
を
得
て
、
旭
朗
井
酉
爾
か
工
み
つ
く
れ
る
と
ち
も
の
髄
い
と
く
ち
の
、
一
陽
井
主
人
は
し
め
に
解
わ
か

ち
て
、
其
線
あ
さ
や
か
な
る
に
、
今
又
弦
に
何
の
む
す
ほ
ふ
れ
る
こ
と
を
か
添
む
、
し
か
は
あ
れ
と
お
の
つ
か
ら
わ
か
れ
て
、
初
後

の
二
篇
と
な
り
に
た
れ
は
、
く
り
か
え
し
て
お
た
ま
き
の
を
は
り
難
か
ら
む
も
つ
き
な
し
と
、
強
て
乞
ふ
に
諾
し
思
ふ
に
、
凡
画
意

を
讃
す
る
は
風
子
の
余
情
な
る
を
、
反
し
て
句
意
を
図
す
る
は
画
人
の
奇
術
な
り
と
い
ふ
を
も
て
、
そ
の
し
り
え
に
む
す
ひ
て
与
へ

ぬ

」
に
序
を
添
え
て
い
る
（
魁
）
。
華
渓
が
筆
は
、
こ
の
素
外
の
序
文
に
限
ら
れ
、
他
の
句
や
祓
文
は
、
定
家
様
を
意
識
し
た
よ
う
な

春
章
筆
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
華
渓
の
署
名
の
前
に
「
伯
楽
街
」
と
あ
り
、
そ
の
住
所
が
判
明
す
る
こ
と
が
貴
重
で
あ
る
。



寛
政
四
壬
子
青
藍
画
（
印
）
（
印
）

と
あ
り
、
印
文
は
「
子
」
「
文
」
。
図
は
寿
老
人
で
、
大
小
の
月
の
異
名
を
列
記
し
た
の
ち
、
「
華
渓
書
」
と
筆
耕
名
が
記
さ
れ
る
も
の
で
、

お
そ
ら
く
蒙
書
な
ど
の
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
具
体
的
な
書
体
に
つ
い
て
の
記
憶
は
な
い
。
簡
略
な
メ
モ
し
か
手
元
に
は
残

っ
て
い
な
い
の
で
、
心
許
な
い
情
報
し
か
提
供
で
き
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
墨
摺
り
の
地
味
な
印
象
で
あ
っ
た
。

旧
蔵
者
テ
ィ
コ
チ
ン
の
印
「
知
古
地
運
」
を
押
捺
。
「
青
藍
」
は
、
揖
取
魚
彦
の
画
名
で
あ
る
が
、
当
時
、
生
存
は
し
て
い
な
い
の
で
、
別

人
と
思
わ
れ
る
が
、
遺
品
を
板
刻
し
た
こ
と
も
あ
り
得
る
か
。

大
小
は
、
書
騨
が
介
在
し
な
い
出
板
物
で
、
通
常
、
注
文
主
が
彫
工
の
板
木
屋
仲
間
を
通
じ
て
、
画
工
に
依
頼
し
て
制
作
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
出
板
で
あ
る
。
板
木
屋
は
、
特
定
の
意
匠
に
よ
る
大
小
を
、
一
人
の
注
文
主
に
対
し
て
の
み
制
作
す
る
の
で
、
そ

の
出
板
部
数
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
残
存
数
も
ご
く
稀
で
、
天
下
の
孤
図
と
い
う
の
も
珍
し
く
な
い
。
右
の

大
小
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
青
藍
が
さ
ほ
ど
著
名
な
画
工
で
な
い
可
能
性
を
勘
案
す
る
と
、
注
文
主
の
比
重
は
、
絵
よ
り
も
筆

耕
の
華
渓
の
筆
蹟
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
客
は
、
好
ん
で
華
渓
の
手
に
な
る
大
小
を
少
部
数
得
て
、
そ
の

つ
い
で
、
寛
政
四
年
の
例

九
・
二
糎
、
絵
師
の
署
名
に
、

盆
踊
り
、
町
屋
、
料
亭
、
七
福
神
、
武
者
、
そ
の
他
。
名
所
は
三
囲
神
社
な
ど
、
江
戸
の
他
に
、
京
都
、
大
坂
な
ど
幅
広
い
。
曲
水
の
宴
、

吉
原
の
花
見
、
富
士
と
三
保
の
松
原
も
あ
り
。
雪
川
の
句
は
、
「
鎌
倉
に
て
名
月
や
海
の
中
道
段
か
つ
ら
」
で
、
意
表
を
突
い
た
着
想
を

イ
メ
ー
ジ
と
取
り
合
わ
せ
て
い
っ
そ
う
独
創
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
深
い
図
が
多
く
認
め
ら
れ
、
王
朝
風
の

図
も
七
図
と
多
い
。
ま
た
、
田
園
行
楽
図
が
多
い
の
は
、
俳
譜
の
特
徴
か
と
思
わ
れ
る
が
、
田
舎
住
ま
い
の
図
な
ど
は
、
北
斎
に
影
響
を

与
え
た
余
地
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
北
斎
が
、
は
じ
め
春
章
に
学
び
、
春
朗
と
称
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

つ
い
で
、
寛
政
四
年
の
例
と
し
て
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー
旧
蔵
の
一
枚
に
、
大
小
暦
が
あ
る
。
大
き
さ
は
、
縦
一
三
・
三
、
横
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さ
て
、
寛
政
二
年
正
月
の
「
絵
本
接
穂
の
花
」
を
継
い
で
、
華
渓
が
関
与
し
た
絵
本
は
、
先
に
掲
出
し
た
通
り
、
合
筆
絵
入
り
狂
歌
本

の
七
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヒ
リ
ア
ー
の
ご
↑
⑮
崖
『
ｇ
ご
言
旨
冒
琶
命
の
⑮
画
○
号
（
旧
）
と
浅
野
秀
剛
の
「
寛
政
期
一５１

の
合
筆
絵
入
狂
歌
本
の
成
立
」
（
Ｍ
）
に
詳
し
い
が
、
い
ま
両
氏
の
論
の
騏
尾
に
付
し
て
、
若
干
の
解
説
を
試
み
て
み
た
い
。

ま
ず
、
寛
政
四
年
正
月
刊
の
（
二
）
「
狂
歌
桑
之
弓
」
一
冊
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
一
九
一
・
二
四
九
）
に
よ
れ
ば
、
書
型

は
半
紙
本
で
、
浅
黄
色
表
紙
の
中
央
に
貼
ら
れ
た
原
題
祭
に
は
「
狂
歌
桑
之
弓
」
と
あ
る
。
表
紙
付
菱
「
れ
四
百
四
十
六
（
印
）
」
、
印
は
「
長

嶋
町
五
丁
目
大
野
屋
惣
八
」
で
、
い
わ
ゆ
る
貸
本
屋
の
大
惣
本
で
あ
る
。
全
一
五
丁
（
一
丁
欠
か
）
で
、
柱
に
「
伯
楽
」
と
刻
す
る
。
序
は
「
寛

政
四
の
と
し
正
月
桑
揚
巷
光
」
。
絵
、
雪
山
（
堤
等
琳
）
の
「
墨
水
春
景
」
図
（
見
開
き
）
、
俊
満
の
春
七
草
等
図
（
半
丁
）
、
同
蜜
柑
等
図
（
半

丁
）
、
同
「
臥
龍
罧
図
」
（
見
開
き
）
、
同
「
白
鼠
」
図
（
見
開
き
）
。
墨
摺
り
を
基
調
と
す
る
が
、
白
髭
明
神
を
描
い
た
か
と
思
わ
れ
る
「
墨

水
春
景
」
は
淡
彩
、
薄
墨
入
り
で
、
「
白
鼠
」
も
淡
彩
入
り
。
絵
師
署
名
等
（
奥
書
）
は
、
「
華
渓
稲
貞
隆
書
雪
山
堤
等
琳
画
尚
左
堂

窪
俊
満
画
彫
工
藤
亀
水
」
。
狂
歌
は
、
半
丁
を
五
行
に
罫
で
区
切
り
、
歌
本
文
を
各
行
二
行
割
で
書
き
、
下
方
に
作
者
を
記
す
。
各
丁
は
、

絵
、
狂
歌
と
も
三
方
重
郭
、
一
方
単
郭
の
匡
郭
を
有
す
る
。

暦
を
自
ら
弄
ん
だ
り
、
親
し
い
知
人
へ
の
配
り
物
に
使
っ
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
当
時
、
す
で
に
華
渓
は
相
当
、
名
の
売

れ
た
書
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
大
小
と
い
う
出
板
物
の
性
格
上
、
遺
存
例
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
こ
の
間
、
華
渓
が
大

小
を
手
懸
け
続
け
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
。
華
渓
は
、
正
月
の
縁
起
物
的
な
出
板
に
限
っ
て
、
筆
耕
を
引
き
受
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
が
、
そ
の
点
は
、
以
後
の
出
板
物
に
も
一
貫
し
て
い
え
る
事
実
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
、
合
筆
絵
入
り
春
興
狂
歌
本



題
名
の
「
桑
」
は
桑
揚
巻
（
頭
光
）
に
引
っ
掛
け
た
も
の
で
、

《

柱
に
「
伯
楽
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
伯
楽
連
の
入
銀
に
よ
る
プ
一

ラ
イ
ベ
ー
ト
出
板
と
目
さ
れ
る
。
す
べ
て
正
月
の
景
物
、
風
情
一

を
詠
ん
で
お
り
、
伯
楽
連
の
旗
揚
げ
の
思
い
を
込
め
た
春
典
帖

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
光
の
序
に
、

か
く
よ
み
い
つ
る
く
さ
ノ
ー
を
桜
木
に
ち
り
は
め
よ
と
て
、

延
喜
小
判
正
月
吉
日
い
や
た
か
き
お
ん
か
た
の
お
ほ
せ
を

か
う
ふ
り
て
、
万
歳
岱
口
ひ
ら
き
に
し
る
し
つ
け
ぬ

と
あ
る
。
「
延
喜
小
判
」
は
縁
起
棚
に
飾
っ
た
縁
起
の
小
判
を
も

６１

じ
っ
た
も
の
で
、
貴
顕
の
誰
彼
の
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
あ
り
が
た
が
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
い
わ
な
一

け
れ
ば
、
時
世
柄
、
出
し
に
く
い
類
の
出
板
物
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

全
体
に
品
の
よ
い
仕
上
が
り
で
あ
る
の
は
、
等
琳
、
俊
満
に
よ
る
、
淡
白
で
落
ち
着
い
た
画
技
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
帖
中
の
白
眉
は
、
白
髭
明
神
社
と
手
前
の
渡
し
場
を
描
い
た
等
琳
の
「
墨
水
春
景
］
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
等
琳
の
墨
を
基
本
に
し
た
、

素
朴
さ
の
中
に
繊
細
な
感
覚
を
織
り
込
ん
だ
風
景
画
こ
そ
、
以
後
の
合
筆
春
興
帖
の
主
調
音
を
成
し
て
行
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
他

方
、
俊
満
の
春
七
草
等
図
と
蜜
柑
等
図
の
半
丁
図
は
、
同
種
の
景
物
を
い
く
つ
か
集
め
た
図
で
、
絵
手
本
の
よ
う
な
軽
品
で
あ
る
。
同
時

に
、
華
渓
の
柔
ら
か
く
優
雅
な
筆
致
が
、
こ
の
「
狂
歌
桑
之
弓
』
の
主
調
音
を
形
作
る
の
に
大
き
く
与
っ
て
い
る
。
奥
書
に
、
華
渓
の
名

を
最
初
に
並
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
華
渓
の
起
用
に
強
い
拘
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
作
数
か
ら
い
っ
て
、

俊
満
が
世
話
役
を
果
た
し
て
い
た
か
。
し
て
み
る
と
、
一
連
の
伯
楽
連
の
春
興
帖
の
魁
を
な
し
た
こ
の
『
狂
歌
桑
之
弓
』
は
、
俊
満
、
頭

Rights were not granted to include 
this image in electronic media. 
Please refer to the printed journal.

naoko.fujimoto
長方形



稲葉華渓筆譜

光
の
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
華
渓
は
、
や
は
り
寛
政
四
年
に
、
俊
満
の
師
匠
筋
に

あ
た
る
青
藍
画
の
大
小
に
関
わ
っ
て
い
た
余
地
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
俊
満
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
も
考
え
得
る
が
、
可
能
性
は
低
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
華
渓
の
住
所
が
「
絵
本
接
穂
の
花
』
に
「
伯
楽
街
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
時
、
馬
喰
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
同

じ
界
隈
に
住
ん
で
い
た
頭
光
の
伯
楽
連
と
繋
が
り
が
で
き
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
翌
寛
政
五
年
正
月
に
は
（
三
）
「
癸
丑
春
帖
」
一
冊
が
出
さ
れ
る
。
大
英
博
物
館
の
ヒ
リ
ア
ー
旧
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
大
本
一
冊
で
、

は
な
ぶ
さ

全
二
十
二
丁
。
板
元
は
蔦
屋
重
三
郎
。
桑
楊
巷
光
編
。
画
工
は
等
琳
、
俊
満
に
、
あ
ら
た
に
英
派
の
鈴
木
隣
松
が
加
わ
っ
た
。
図
は
、
等
琳
「
万

歳
」
図
、
同
「
竹
に
鴬
」
閃
、
俊
満
「
椙
田
邨
梅
図
」
、
隣
松
「
松
鶴
に
日
の
出
」
図
、
同
「
布
袋
図
」
、
俊
満
「
唐
子
騎
牛
図
」
の
六
図
で
、

布
袋
図
一
を
除
き
、
他
は
見
開
き
図
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
色
摺
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
地
味
な
色
遣
い
で
、
灰
青
色
の
薄
墨
入
り
の

濃
淡
墨
図
も
あ
る
。
五
つ
穴
綴
じ
の
袋
綴
で
、
縦
長
の
大
本
で
あ
り
、
薄
茶
色
表
紙
に
、
子
持
ち
枠
の
題
篭
、
黄
色
染
め
紙
の
見
返
し
な
ど
、
’７１

手
に
取
る
か
ら
に
漢
籍
の
雰
囲
気
を
湛
え
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う
。

な
お
こ
の
本
は
、
市
古
夏
生
に
よ
る
翻
刻
「
「
春
帖
」
（
解
題
と
翻
刻
）
」
（
脂
）
が
備
わ
り
、
曲
亭
馬
琴
が
狂
歌
を
詠
出
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
で
は
早
く
注
目
を
集
め
て
い
た
ご
と
く
で
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
は
、
前
掲
論
文
（
嘘
）
で
、
「
狂

歌
書
目
集
成
」
に
よ
っ
て
「
神
秘
的
な
癸
丑
春
帖
」
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
ヒ
リ
ア
ー
氏
は
、
自
身
が
所
蔵
し
て
い
た
一
本
（
現

大
英
博
蔵
本
）
に
よ
っ
て
、
ア
ル
バ
ム
（
帖
装
）
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
書
籍
（
袋
綴
じ
）
で
あ
る
こ
と
、
色
摺
り
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
墨

摺
り
で
あ
る
こ
と
、
絵
の
主
題
と
感
覚
に
お
い
て
浮
世
絵
と
い
う
よ
り
古
典
的
と
い
う
べ
き
こ
と
な
ど
、
本
書
が
比
較
的
、
控
え
目
言
葛

冨
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
試
し
摺
り
言
邑
冒
己
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（
Ⅳ
）
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
同
様
の
体
裁
と
目
さ

れ
る
本
が
複
数
、
報
告
さ
れ
て
い
る
以
上
、
試
行
的
な
仮
出
板
物
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら

春
帖
に
似
つ
か
わ
し
か
ら
ぬ
、
抑
制
さ
れ
た
体
裁
は
、
あ
く
ま
で
取
締
り
の
目
を
免
れ
る
た
め
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
考
え
る
べ
き
も
の



と
思
わ
れ
る
。

華
渓
稲
貞
隆
書
（
印
）
（
印
）

瞥
林
東
都
涌
荊
町
南
側
蔦
屋
重
三
郎
梓

と
、
筆
耕
名
を
押
し
出
し
て
銘
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
印
は
白
文
朱
方
印
で
、
「
貞
隆
」
「
熊
岡
」
と
読
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
癸

丑
春
帖
』
に
至
っ
て
、
さ
ら
に
華
渓
の
扱
い
が
一
段
を
大
き
く
な
っ
た
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。
華
渓
が
筆
を
揮
っ
た
の
は
、
本
文
ば
か
り

で
な
く
、
桑
楊
巷
の
序
、
筆
よ
し
か
さ
の
散
ら
し
書
き
と
も
同
然
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
、
重
郭
の
匡
郭
に
、
五
行
の
罫
線
。
半
丁
に
狂
歌

刊
記
面
（
最
終
丁
裏
）
に
、

と
あ
り
、
春
興
の
狂
歌
本
を
作
ろ
う
と
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
光
自
身
の
意
志
に
基
づ
く
ご
と
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、

序
は
、
「
寛
政
五
の
と
し
正
月
桑
楊
巷
光
」
で
、
は
じ
め
に
、

和
歌
め
の
道
と
同
し
磯
の
た
は
れ
草
も
て
遊
ふ
事
は
、
春

霞
た
つ
硯
の
海
に
あ
ら
め
の
あ
ら
ゆ
る
言
の
葉
か
き
あ
つ

め
、
は
や
く
も
人
の
笑
を
と
る
事
を
な
ん
た
く
め
る
、
さ

れ
は
や
つ
か
れ
よ
る
こ
ひ
の
た
め
し
を
わ
す
れ
す
、
あ
ら

玉
の
年
の
は
し
め
に
あ
ふ
人
々
に
春
の
興
の
歌
を
も
と
め

ん
と
、
屠
蘇
酒
の
ま
う
け
の
巷
の
あ
み
戸
に
重
笥
を
ひ
ら

き
、
春
永
の
盃
を
あ
つ
か
ら
す
、
一
こ
ん
二
こ
ん
す
琶
め

の
う
ち
、
や
か
て
よ
み
い
て
た
る
人
々
の
歌
の
さ
ま
、
い

の
う
ち
、
や
か
て
上

つ
れ
も
春
め
き
た
り

’

i癸丑春帖』筆工署名大英博物館職
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さ
て
、
次
に
登
場
す
る
の
が
、
寛
政
六
年
正
月
刊
の
（
四
）
「
春
の
色
」
で
あ
り
、
「
癸
丑
春
帖
」
と
連
続
性
が
あ
る
と
い
い
な
が
ら
、

豪
華
色
摺
り
春
興
帖
と
し
て
の
面
目
を
一
新
す
る
に
及
ん
だ
。
こ
こ
か
ら
「
男
踏
歌
」
ま
で
一
貫
す
る
性
格
と
し
て
は
、
画
帖
装
で
あ
る

こ
と
、
紺
色
地
で
小
松
、
霞
な
ど
金
銀
泥
の
下
絵
模
様
を
施
し
た
表
紙
を
用
い
る
こ
と
、
料
紙
に
奉
書
紙
を
用
い
る
こ
と
、
挿
絵
が
色
摺

り
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
、
さ
ら
に
『
狂
歌
桑
之
弓
』
か
ら
共
通
す
る
性
格
と
し
て
は
、
筆
耕
が
華
渓
で
あ
る
こ
と
、
画
工
が
複
数
で
あ
る

こ
と
、
本
文
、
挿
絵
と
も
重
枠
、
子
持
ち
枠
に
Ⅶ
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
で
、
「
癸
丑
春
帖
」
か
ら
共
通
す
る
の
は
、
加
う
る
に
挿
絵
が
す

べ
て
見
開
き
図
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
寛
政
六
年
に
至
っ
て
、
蔦
屋
重
三
郎
も
よ
う
や
く
思
い
通
り
の
春
興
狂
歌
本
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
年
は
、
前
年
に
松
平
定
信
が
退
任
し
、
一
時
、
出
板
取
締
が
弛
緩
し
た
と
受
け
取
ら
れ
た
た
め
、
色
摺
り

豪
華
絵
本
等
に
も
復
活
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
癸
丑
春
帖
」
を
引
き
継
い
だ
「
春
の
色
」
も
、
や
は
り
頭
光
が
率
い
る
伯
楽
連
の
狂
歌
を
中
心
に
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

伯
楽
連
に
つ
い
て
は
、
黒
川
春
村
の
「
壷
す
み
れ
」
（
肥
）
に
、

寛
政
の
は
じ
め
の
頃
に
や
、
と
も
の
む
れ
ふ
た
つ
に
分
れ
て
、
南
の
か
た
は
、
真
顔
号
狂
歌
堂
、
北
川
嘉
兵
衛
金
埒
号
銭
屋
米
人
号
狂
歌
房
、

五
首
を
二
行
割
で
記
す
。
下
部
に
小
文
字
で
所
付
、
つ
い
で
作
者
名
を
記
し
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
板
面
で
あ
る
。

ま
た
、
「
蔦
屋
重
三
郎
梓
」
と
書
騨
名
を
明
記
す
る
通
り
、
本
来
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
し
て
私
家
板
で
出
さ
れ
る
の
が
慣
行
で

あ
る
は
ず
の
春
興
狂
歌
本
に
、
蔦
屋
が
果
敢
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
世
の
中
の
趣
味
嗜
好
の
動
向
を
機
敏
に
見
越
し
た
、
彼
の
先
見
性
の

な
せ
る
わ
ざ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
「
癸
丑
春
帖
」
は
、
画
期
的
な
出
板
物
で
あ
っ
た
。
作
者
は
、
栃
木
、
佐
倉
、
上

毛
、
佐
原
な
ど
関
東
の
地
方
連
若
干
名
に
続
け
て
伯
楽
連
を
載
せ
、
末
尾
は
銭
屋
金
埒
、
鹿
都
辺
真
顔
、
対
賓
は
浅
草
市
人
、
三
陀
羅
法
師
、

凌
雲
堂
霜
解
、
浅
草
干
則
、
麦
原
笛
成
、
そ
の
他
の
揺
る
ぎ
な
い
伯
楽
連
の
面
々
で
、
巻
末
を
尚
左
堂
俊
満
と
桑
楊
篭
光
二
首
で
結
ん
で

い
る
。
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「
春
の
色
」
か
ら
『
男
踏
歌
」
ま
で
の
一
連
の
狂
歌
本
は
、
比
較
的
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
以
下
、
簡
略
な
説
明
に
止
め
た
い
。

ま
ず
寛
政
六
年
刊
の
（
四
）
「
春
の
色
』
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
全
二
十
二
面
、
閲
工

は
等
琳
、
隣
松
、
俊
満
に
喜
多
川
歌
麿
、
北
尾
重
政
の
浮
世
絵
師
二
名
が
加
わ
り
、
い
っ
そ
う
華
や
か
な
彩
り
が
添
え
ら
れ
た
。
計
七
図
。

つ
い
で
寛
政
七
年
刊
の
（
五
）
「
春
の
色
」
（
別
名
「
絵
本
歌
与
美
鳥
」
）
は
、
米
国
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
全
二
十
八
面
、
画
工
は
等
隣
、
隣
松
、
俊
満
の
他
に
土
佐
派
風
の
尚
峰
（
哩
が
加
わ
り
、
歌
麿
、
重
政
の
二
人
は
退
い

と
あ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
赤
良
の
表
舞
台
か
ら
の
引
退
に
伴
い
、
そ
の
門
流
が
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
た
中
の
一
方
に
他
な
ら
な
い
。

伯
楽
連
が
日
本
橋
の
北
側
を
根
拠
と
す
る
の
に
対
し
、
も
う
一
方
の
真
顔
は
数
寄
屋
橋
な
ど
、
日
本
橋
の
南
側
を
活
動
拠
点
と
し
た
。
真

顔
は
赤
良
の
四
方
姓
を
譲
ら
れ
て
お
り
、
寛
政
七
年
正
月
に
や
は
り
蔦
屋
重
三
郎
が
板
元
に
な
っ
て
「
四
方
の
巴
流
」
を
刊
行
し
て
い
る
。

一
方
の
光
は
、
巴
人
亭
の
号
を
引
き
継
ぎ
、
宿
屋
飯
盛
が
狂
歌
壇
の
表
舞
台
か
ら
身
を
退
い
た
後
を
受
け
、
馬
喰
町
を
中
心
に
、
日
本
橋

北
方
面
の
狂
歌
師
を
束
ね
、
伯
楽
連
を
称
し
た
。
同
連
に
は
、
他
に
浅
草
市
人
、
三
陀
羅
法
師
、
凌
雲
堂
霜
解
、
浅
草
干
則
、
麦
原
笛
成
、

尚
左
堂
俊
満
ら
が
い
て
、
春
村
の
筆
に
誇
張
が
あ
る
に
せ
よ
、
数
寄
屋
連
に
倍
す
る
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

四
方
滝
水
江
戸
住
号
万
亀
亭
な
ど
、
ひ
と
ま
と
ひ
と
な
り
て
、
執
事
は
物
梁
号
川
合
、
又
秋
長
堂
な
り
、
北
の
か
た
は
、
市
人
号
浅
草
庵
、
大

垣
久
右
衛
門
笛
成
号
樵
歌
亭
、
扇
屋
小
兵
衛
霜
解
号
千
種
庵
、
山
中
要
助
干
則
号
真
砂
庵
、
熊
岡
友
八
一
葉
号
千
穐
庵
、
三
陀
羅
法
師
な
ど
ひ
と
む

れ
に
て
、
光
翁
号
桑
楊
庵
、
岸
宇
右
衛
門
に
随
従
し
て
、
執
事
は
俊
満
窪
氏
、
号
尚
左
堂
長
清
号
末
広
庵
な
り
、
こ
れ
ぞ
わ
が
浅
草
の
や
、

き
ざ
す
べ
き
は
じ
め
な
り
け
る
、
あ
る
人
い
ふ
、
南
北
の
月
次
の
歌
会
、
か
た
み
に
い
ど
み
あ
ひ
て
、
お
こ
た
り
な
し
と
い
へ
ど
も
、

光
翁
の
か
た
、
に
ぎ
は
、
し
き
こ
と
十
倍
せ
り
、
と
い
へ
り
、
こ
の
こ
ろ
、
赤
良
、
飯
盛
の
ふ
た
り
は
、
お
ほ
や
け
に
つ
、
し
む
こ

と
あ
り
て
、
潜
居
せ
り
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政
）
、
北
斎
の
五
人
、
六
図
で
あ
る
が
、
『
百
さ
へ
つ
り
』
と
共
通
す
る
の
は
、
等
琳
た
だ
一
人
で
、
常
連
で
あ
っ
た
俊
満
は
、
『
壷
す
み
れ
』

に
い
う
ご
と
く
真
顔
に
従
っ
た
た
め
か
、
身
を
退
い
て
、
別
に
春
興
狂
歌
本
『
伯
楽
集
』
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
隣
松
、
重
政
が

復
帰
し
、
新
た
に
鳥
文
斎
栄
之
と
北
斎
が
参
画
し
た
。
北
斎
に
つ
い
て
い
え
ば
、
華
渓
に
結
び
付
く
、
確
認
さ
れ
る
範
囲
で
の
最
初
の
痕

跡
で
あ
る
。
狂
歌
の
他
に
、
六
樹
園
、
銅
肱
の
狂
詩
二
編
を
各
半
丁
に
掲
げ
る
の
は
、
次
の
『
男
踏
歌
』
も
同
じ
。
狂
歌
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
半
丁
八
行
の
各
一
行
毎
に
狂
歌
及
び
作
者
名
を
記
し
、
狂
歌
は
二
行
割
の
柔
ら
か
な
書
風
で
、
連
綿
体
の
書
法
を
多
く
取
り
入

て
い
る
。
計
六
図
。
寛
政
八
年
刊
（
六
）
『
百
さ
へ
つ
り
』
は
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー

テ
ィ
図
書
館
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
全
二
四
・
五
面
。
画
工
は
、
尚
峰
、
等
琳
、
雲
峰
、
俊

満
の
四
名
で
、
隣
松
に
代
わ
っ
て
大
岡
雲
峰
が
参
画
し
た
。

さ
て
、
後
続
の
（
七
）
『
柳
の
糸
』
、
（
八
）
『
男
踏
歌
』
の
二
作
は
、
や
は
り
『
壷
す
み
れ
』
に
、

寛
政
九
年
丁
巳
正
月
、
初
て
市
人
一
評
の
月
次
会
た
つ
、
光
翁
没
せ
ら
れ
て
、
俊

淌
は
真
顔
に
し
た
が
ひ
、
長
清
は
浅
草
の
執
事
と
な
る
、
た
だ
し
、
取
重
は
竹
節

丸
浅
草
人
、
通
称
喜
兵
衛
な
り
、

と
あ
る
よ
う
に
、
寛
政
八
年
四
月
、
光
の
没
後
、
そ
の
後
を
継
い
だ
浅
草
庵
市
人
が
編

者
と
し
て
出
板
し
、
真
砂
巷
干
則
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
も
の
で
あ
る
。
浅
草
庵
市
人
は
、

後
巴
人
亭
ま
た
壺
々
陳
人
と
号
し
、
広
く
浅
草
を
中
心
と
し
た
連
中
を
率
い
、
壺
側
を

称
し
、
息
の
長
い
狂
歌
活
動
を
展
開
し
た
。

ま
ず
、
寛
政
九
年
刊
の
『
柳
の
糸
」
は
、
パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
写
真
室
の
デ
ュ
レ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
に
よ
れ
ば
、
全
三
十
六
面
、
画
工
は
等
琳
、
隣
松
、
栄
之
、
華
藍
（
重
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次
に
、
寛
政
十
年
刊
の
（
八
）
「
男
踏
歌
」
も
、
や
は
り
所
見
し
た
デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
に
よ
れ
ば
、
全
四
十
七
面
。
画
工
は
、

北
尾
紅
翠
斎
、
白
峰
邨
易
祗
、
鳥
文
斎
栄
之
、
歌
麿
、
北
斎
宗
理
、
等
琳
の
六
人
で
、
新
参
は
易
祗
一
人
で
あ
る
。
易
祗
、
号
白
峰
は
、

安
永
四
年
正
月
刊
の
前
期
読
本
『
奇
談
玉
婦
伝
」
の
挿
絵
に
は
「
邨
易
祗
Ⅲ
」
と
あ
る
。
計
六
図
。
狂
歌
の
末
尾
は
真
砂
篭
干
則
と
浅
草

惹
市
人
（
「
東
遊
』
と
同
じ
）
で
あ
る
が
、
中
程
に
「
順
任
到
来
」
と
し
て
吾
友
軒
米
人
か
ら
、
潜
亭
裏
成
ま
で
、
有
力
者
計
一
八
名
の
狂

歌
を
一
行
慨
き
に
記
し
、
さ
ら
に
数
行
空
け
て
萩
屋
裏
住
、
四
方
歌
垣
真
顔
の
二
首
を
収
め
、
「
右
客
位
」
と
特
記
す
る
。
北
斎
凹
は
田
舎

行
楽
図
で
、
署
名
は
「
北
斎
宗
理
画
」
。
橋
の
た
も
と
で
、
行
楽
客
一
行
の
侍
女
と
お
ぼ
し
き
一
人
が
荷
物
を
他
の
女
性
と
引
き
合
い
、
戯

れ
る
と
い
う
印
象
的
な
図
。
「
癸
丑
春
帖
」
か
ら
こ
れ
ま
で
、
い
ず
れ
も
蔦
屋
重
三
郎
の
出
版
で
あ
る
が
、
初
代
は
寛
政
九
年
五
月
六
日

に
逝
去
し
て
い
る
の
で
、
『
男
踏
歌
」
の
み
は
、
二
代
目
の
時
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２２

以
上
の
九
点
の
春
興
狂
歌
本
に
つ
い
て
、
挿
絵
の
面
か
ら
改
め
て
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
、
一
番
中
心
的
な
存
在
は
、
等
一

琳
で
あ
り
、
画
数
も
俊
満
と
と
も
に
多
く
、
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
ｃ
さ
ら
に
、
等
琳
を
は
じ
め
、
隣
松
、
尚
峰
、
雲
峰
、
易

祗
な
ど
、
本
画
師
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
俊
満
は
、
本
画
師
と
も
、
浮
世
絵
師
と
も
一
概
に
決
め
付
け
に

く
い
存
在
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
通
常
の
浮
世
絵
師
と
は
か
な
り
毛
色
の
異
な
る
画
工
で
、
春
興
の
摺
物
を
そ
の
活
動
の
中
心
に
据
え

て
い
た
。
浮
世
絵
師
と
し
て
は
、
歌
麿
、
重
政
、
栄
之
、
北
斎
が
参
加
し
た
が
、
彼
等
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
後
半
に
な
る
に
従
い
、

そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
（
岡
）
「
春
の
色
」
以
下
の
五
点
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
す
べ
て
画
帖
装
に
紺
色
地
金
色
霞
小
松
等
文
様
描
の
表
紙
を
付
け
、
題

簑
を
表
紙
中
央
に
貼
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、
天
明
か
ら
寛
政
初
頭
に
か
け
て
の
一
連
の
歌
麿
絵
入
り
狂
歌
本
と
連
続
す
る
趣
が
あ
る
。
画

題
は
、
春
興
帖
の
こ
と
ゆ
え
正
月
の
景
物
、
情
景
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
（
四
）
「
春
の
色
」
の
等
琳
画
「
国
栖
の
奏
」
（
”
）
、

れ
な
が
ら
書
い
て
い
る
。
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ま
た
、
五
点
と
も
、
狂
歌
と
挿
絵
を
別
個
に
収
載
す
る
形
式
で
、
い
わ
ゆ
る
絵
入
り
狂
歌
本
の
う
ち
で
あ
る
。
狂
歌
集
の
本
体
と
し
て

は
、
伯
楽
連
つ
い
で
壺
側
の
幹
部
及
び
地
方
の
狂
歌
連
の
作
を
収
め
る
が
、
浅
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
諸
本
に
よ
っ
て
狂
歌
の
収
載

数
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
は
、
当
初
、
地
方
の
狂
歌
連
の
入
銀
物
の
春
興
帖
と
し
て
出
板
さ
れ
た
た
め
に
、

は
じ
め
は
各
狂
歌
連
の
必
要
に
応
じ
た
分
だ
け
収
載
し
た
も
の
を
制
作
し
た
が
、
後
摺
り
本
と
し
て
は
、
一
般
の
読
者
の
要
求
に
応
え
る

た
め
に
、
地
方
連
の
歌
を
削
除
し
、
幹
部
を
含
む
必
要
最
小
限
の
狂
歌
の
み
を
収
載
し
た
も
の
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
か
ら
必
要

に
応
じ
て
書
き
足
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
名
前
の
通
っ
た
華
渓
の
手
を
そ
の
都
度
、
煩
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
常
識
的
に
は
考
え
に

く
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
五
点
の
絵
入
り
狂
歌
本
は
、
狂
歌
部
分
を
本
体
と
す
る
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
絵
が
、
描
法
、
彫
り
、

摺
り
の
技
術
的
高
さ
か
ら
、
前
例
を
見
な
い
ほ
ど
上
乗
の
出
来
映
え
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
挿
絵
の
風
趣
を
支
え
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
画
工
、

彫
工
ら
の
技
法
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
画
帖
装
と
い
う
装
訂
も
、
あ
く
ま
で
挿
絵
を
引
き
立
て
ん
が
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
目
立
た
な
い
な
が
ら
、
全
体
の
基
調
を
成
す
も
の
と
し
て
、
狂
歌
の
筆
蹟
が
果
た
す
役
割
も
見
逃
せ
な
い
の
で
は
な

ど
例
が
型
ぱ
い
の
で
は
な
い
か
。

歌
麿
画
「
鏡
磨
き
」
、
（
五
）
「
春
の
色
」
の
俊
満
画
「
舟
遊
観
梅
図
」
、
尚
峰
画
「
小
松
曳
図
」
、
（
六
）
「
百
さ
へ
つ
り
」
の
尚
峰
の
「
観
梅

図
」
、
雲
峰
の
「
常
陸
帯
之
神
事
」
、
（
八
）
「
男
踏
歌
」
の
紅
翠
斎
（
重
政
）
画
「
白
馬
の
節
会
」
、
易
祗
画
「
官
女
と
梅
樹
」
な
ど
、
宮
廷

の
正
月
行
事
や
、
官
女
、
公
家
を
描
い
た
も
の
な
ど
、
王
朝
風
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
題
名
の
「
春
の
色
」
「
百
さ
へ
つ
り
」
「
柳
の
糸
」

「
男
踏
歌
」
は
、
み
な
新
春
を
表
す
歌
詞
も
し
く
は
文
詞
で
、
と
く
に
「
男
踏
歌
」
は
、
宮
廷
の
正
月
行
事
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
源
氏
物
語
」

に
用
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
高
雅
な
挿
絵
は
、
浮
世
絵
師
に
よ
る
平
俗
な
挿
絵
と
融
合
し
て
、
ま
さ
に
雅
俗
の
名
匠
に
よ
る
競
演
と
い
っ

た
体
を
現
出
し
て
い
る
。
本
絵
師
と
浮
世
絵
師
の
融
合
が
こ
れ
だ
け
意
識
的
に
試
み
ら
れ
た
の
は
、
板
本
史
上
、
後
に
も
先
に
も
ほ
と
ん

か
ろ
う
か
。

－23－



さ
て
、
華
渓
は
、
寛
政
十
年
正
月
刊
の
『
男
踏
歌
』
を
最
後
に
、
合
筆
絵
入
り
狂
歌
本
の
筆
耕
の
仕
事
か
ら
身
を
退
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。

華
渓
か
ら
止
め
た
と
い
う
よ
り
、
伯
楽
連
、
壺
側
と
続
い
た
合
筆
絵
入
り
狂
歌
割
…
到
鰯
剛
鄙
卿
倒
Ｉ
Ⅷ
ｌ
靴
Ｉ
１
ｊ
‐
，
。
】

ニ

ー
・
上

本
の
出
板
自
体
に
、
一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
も
つ

と
も
、
華
渓
は
、
合
筆
で
は
な
い
が
、
合
筆
絵
入
り
狂
歌
本
の
体
裁
を
受
け
継

い
だ
浅
草
庵
編
、
北
斎
画
、
寛
政
十
一
年
正
月
刊
（
九
）
『
東
遊
』
の
筆
耕
を
一
部
、

務
め
て
い
る
。
板
元
は
、
や
は
り
蔦
屋
重
三
郎
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
『
春
の
色
』

淫
鱸
鰹
蕊
蕊
蕊
灘
轤
誌
飛
窪
蔀八

Ｉ
Ｔ
Ｉ
叩
ｌ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ
０
咽
’
４
６
１
１
洲
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｆ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
４
１
１
Ｂ
１
ｌ
１

な
り
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
合
筆
で
は
な
く
、
す
べ
て
を
北
斎
が
画
い
て
お
り
、
純
潔
櫛
”
粥
撫
灘
蝿
埼
笂
卿
驚
鷲
晶
鐸

で
あ
る
が
ゆ
え
に
北
斎
の
本
格
的
絵
本
の
最
初
の
位
置
を
占
め
る
。
北
斎
の
絵
ｊ《

は
名
所
集
と
い
っ
た
面
立
ち
で
あ
り
、
春
興
帖
と
し
て
の
画
題
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
形
態
的
に
も
、
藍
色
に
立
涌
花
菱
文
型
押
し
表
紙
の
、
並
の
装
訂
に
よ

る
冊
子
本
で
、
か
つ
墨
摺
り
で
あ
る
の
は
、
出
板
取
締
を
意
識
し
た
こ
と
も
あ

る
差
っ
。

華
渓
は
、
こ
の
『
東
遊
』
で
、
浅
草
庵
の
序
文
の
筆
耕
を
務
め
、
題
字
「
万
象
為
新
」
を
添
え
た
が
、
本
文
は
、
巻
末
に
「
筆
工
六
蔵
亭
」

四
、
北
斎
と
華
渓

ー

~可
一

ｊ
ｙ
４
，
吟
班
勺
畑
野
鎗
叩
錘
郷
唇
蝿
紐
露
令
蝿
ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

釦
１
句
ｒ
雷
神
翠
恥
椒
妃
仰
ｊ
緬
竹
γ
典
８
７
１
蝿

永
心
侯
’
昭
１
期
＃
闘
珂
鰹
ｒ
ァ
や

１
１
１
１
Ｉ
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と
あ
る
通
り
、
別
人
が
筆
を
執
っ
た
。
こ
の
六
蔵
亭
は
、
享
和
三
年
春
刊
、
末
広
巷
（
長
清
）
蔵
板
「
は
る
の
不
尽
」
の
浅
草
側
の
狂
歌

師
に
、
「
六
職
亭
守
舎
」
と
あ
る
人
物
と
同
一
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
題
字
に
は
、
本
書
が
江
戸
の
旧
来
の
絵
画
を
刷
新
す
る
で
あ
ろ
う
と

の
並
々
な
ら
ぬ
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
、
「
東
遊
」
は
、
全
体
に
渋
め
の
画
調
な
が
ら
、
江

戸
の
さ
ま
ざ
ま
な
名
所
、
旧
跡
に
つ
い
て
、
斬
新
で
豊
富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
そ
こ
は
か
と
な
い
情
趣
と
を
織
り
交
ぜ
て
描
出
し
た
こ
と
に

よ
り
、
高
い
評
価
を
得
る
に
至
り
、
享
和
二
年
に
は
色
摺
り
で
絵
の
み
の
三
冊
本
に
仕
立
て
直
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
『
東
遊
」

こ
そ
、
北
斎
の
浮
世
絵
師
と
し
て
の
将
来
を
約
束
さ
せ
る
出
世
作
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
う
し
て
華
渓
は
、
こ
の
時
期
、
北
斎
と
厚
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
、
遅
く
と
も
寛
政
九
年
頃
に
は
、

二
人
は
す
で
に
密
接
な
間
柄
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
安
田
剛
蔵
著
「
阿
狂
北
斎
』
（
瓢
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
馬
の
寛
政
十
年
春
序
刊

の
酒
落
本
『
石
場
妓
談
辰
巳
婦
言
」
「
昼
遊
の
部
」
に
、
北
斎
と
華
渓
に
関
わ
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
（
空
）
ｃ

好

け
し
き

團
ど
う
か
雪
で
も
ふ
り
さ
ふ
な
景
色
だ
の
卜
い
、
な
が
ら
上
田
の
羽
織
ヲ
ぬ
い
で
船
頭
へ
わ
た
す
か
た
は
ら
に
船
宿
の
む
す
こ
圏
桟
留
関
東
縞
の
綿
入
花
色
一

編
子
の
帯
し
り
シ
こ
け
に
さ
ら
し
の
手
拭
を
腰
に
は
さ
み
紅
革
い
ぼ
結
の
た
ば
こ
入
角
つ
な
ぎ
の
か
な
も
の
ヲ
う
っ
た
る
を
さ
げ
天
窓
は
は
す
が
け
の
さ
き
を
左
ま
き

こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
田
氏
が
、

に
ち
ら
し
兄
さ
ん
ノ
ー
と
客
人
よ
り
も
て
る
尤
此
里
の
な
ら
ひ
な
り
い
つ
も
喜
之
肋
と
合
口
二
て
け
ふ
も
の
せ
て
来
り
羽
お
り
を
た
心
み
な
が
ら
ど
う
う
ら
の
画
賛

そ
う
り
か
い
も
ら

く
わ
け
い
た
く
あ
ん
ざ
ん

よ
み

を
見
て
モ
シ
こ
り
や
ァ
女
郎
で
ご
ぜ
へ
や
す
ね
團
ム
、
宗
理
に
書
て
貰
っ
た
か
ら
華
渓
に
沢
庵
の
賛
を
た
の
ん
だ
圃
ど
ふ
ぞ
お
読
な

ほ
と
け
ほ
う
う
り
そ
し
ほ
と
け
う
り
ま
つ
せ
そ
う
そ
し
う
な
ん
ぢ
ご
し
ゃ
く

う
つ

す
っ
て
お
聞
せ
な
せ
へ
團
ム
、
こ
う
さ
仏
は
法
を
売
・
祖
師
は
仏
を
売
。
末
世
の
僧
は
祖
師
を
売
る
。
汝
は
五
尺
の
か
ら
だ
を
売
て

い
っ
さ
い
し
ゆ
せ
う
ぼ
ん
の
う
や
す
や
な
ぎ
み
ど
り
は
な
く
れ
な
い
ろ
お
も
か
よ
こ
こ
ろ
と
め
か
げ

一
切
衆
生
の
煩
脳
を
安
ん
ず
。
柳
は
緑
花
は
紅
ひ
の
色
ノ
ー
か
歌
に
へ
水
の
面
に
よ
な
ノ
ー
月
ば
通
へ
ど
も
心
も
留
す
陰
も
の
こ
さ

ず
ナ
ン
卜
妙
だ
ら
ふ
と
お
ら
ァ
よ
つ
程
よ
く
出
来
た
と
思
ふ

寛
政
八
、
九
年
に
宗
理
が
如
何
に
人
気
が
あ
っ
た
か
、
又
、
稲
葉
華
渓
が
流
行
書
家
で
あ
っ
た
か
を
示
す
よ
い
例
で
あ
り
、
同
時
に
当



右
の
文
意
は
、
客
の
喜
之
助
が
、
羽
織
に
宗
理
す
な
わ
ち
北
斎
に
女
郎
の
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
の
で
、
宗
理
と
結
び
付
き
が
深
い
華

渓
に
画
賛
を
認
め
て
も
ら
っ
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る
が
、
華
渓
の
賛
を
得
た
こ
と
を
手
放
し
で
有
り
難
か
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

ま
た
、
安
田
氏
の
い
う
一
枚
摺
り
錦
絵
「
青
楼
十
二
時
続
卯
ノ
刻
」
は
、
寛
政
六
年
頃
刊
と
さ
れ
、
遊
女
が
朝
帰
り
の
客
に
、
羽
織

を
着
せ
か
け
て
い
る
図
で
あ
る
。
遊
女
が
手
に
す
る
羽
織
の
裏
に
、
鈴
木
隣
松
の
署
名
の
入
っ
た
達
磨
の
絵
が
見
え
て
い
る
。
『
辰
巳
婦
言
」

の
方
は
、
賛
の
内
容
が
、
沢
庵
の
達
磨
（
祖
師
）
の
こ
と
を
詠
ん
だ
禅
語
、
道
歌
の
類
で
あ
り
な
が
ら
、
船
宿
の
息
子
が
「
モ
シ
こ
り
や

ァ
女
郎
で
ご
ぜ
へ
や
す
ね
」
と
驚
い
た
よ
う
に
聞
き
返
す
の
は
、
達
磨
が
描
か
れ
て
い
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
女
郎
が
描
か
れ
て
↑２

い
た
と
い
う
驚
き
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
辰
巳
婦
言
」
の
記
事
は
、
華
渓
が
北
斎
の
肉
筆
画
に
賛
を
添
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
の
例
と
し
て
は
、
奈
良
県
立
美
術
館
蔵
で
、
「
北
斎
妖
怪
百
景
』
弱
）
に
掲
載
さ
れ
た
瑞
亀
図
が
あ
る
。
多
田
克
己
の
解
説
に
よ
る

と
、
紙
本
一
幅
で
、
縦
三
四
・
九
、
横
四
九
・
四
糎
の
大
き
さ
で
あ
り
、
図
は
縁
側
で
老
夫
婦
が
井
泉
か
ら
霊
水
と
と
も
に
出
現
し
た
瑞
亀
に
、

間
鍋
か
ら
杯
に
酌
ん
だ
酒
を
飲
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
脇
で
商
人
の
老
人
が
そ
れ
を
持
て
畷
し
て
い
る
。
背
景
に
金
砂
子
を
派
手

に
散
ら
し
た
粉
飾
が
、
い
っ
そ
う
目
出
度
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
落
款
は
、
「
北
斎
宗
理
（
印
）
（
印
）
」
。
賛
は
、
「
（
印
）
酷
泉
湧
出

亀
街
玉
杯
福
錘
有
兆
寿
門
了
開
華
渓
老
人
賛
（
印
）
（
印
）
」
。
関
防
印
「
五
瀬
舎
」
、
落
款
印
「
稲
葉
」
「
兵
吉
」
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
老
夫
婦
に
何
か
余
慶
が
あ
っ
た
折
り
に
、
依
頼
を
受
け
て
画
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
寛
政
十
年
以
前
、
北
斎
宗
理
時
代
の
作
で

あ
る
。

時
の
風
俗
を
知
る
一
資
料
た
る
を
疑
わ
な
い
。
歌
麿
の
錦
絵
〈
青
楼
十
二
時
・
卯
の
時
》
は
遊
女
が
客
の
羽
織
を
持
っ
て
立
ち
、
胴

裏
に
郷
松
画
く
達
磨
が
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
風
俗
を
絵
で
み
せ
た
例
で
あ
る
。

と
す
る
の
は
有
益
な
指
摘
で
あ
っ
た
。
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古
宗
理
こ
と
し
十
ま
り
七
め
ぐ
り
の
忌
に
あ
た
り
侍
る
を
懐
旧
し
て

夢
と
過
し
年
や
ね
ふ
れ
る
花
に
つ
け
二
世
宗
理

と
あ
る
。
描
か
れ
た
花
木
に
つ
い
て
、
楢
崎
氏
は
、
「
お
茶
の
花
枝
」
と
す
る
。
さ
れ
ば
「
茶
の
花
」
は
季
語
と
し
て
は
冬
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
摺
物
の
成
立
し
た
季
節
も
冬
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

楢
崎
氏
は
、
こ
の
摺
物
の
出
さ
れ
た
時
期
の
特
定
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
安
田
剛
蔵
は
、
「
画
狂
北
斎
」
に
同
じ
摺
物
の
図
版
を
掲
載
し
（
翌
、

寛
政
十
年
の
秋
を
迎
え
る
頃
と
な
る
と
、
俵
家
宗
家
と
の
約
定
の
期
限
が
切
迫
し
て
き
た
。
彼
は
宗
理
名
を
離
脱
す
る
暁
に
は
「
北
一７２

斎
辰
政
」
と
改
名
し
て
、
い
よ
い
よ
独
立
自
尊
、
北
斎
流
を
標
傍
し
て
画
風
の
刷
新
に
乗
り
出
す
決
意
は
定
ま
っ
て
い
た
。
同
年
の
一

初
冬
、
古
宗
理
の
十
七
回
忌
が
営
ま
れ
た
の
を
機
に
宗
理
名
は
家
元
に
返
さ
れ
た
。
こ
の
時
彼
は
、
「
夢
と
過
し
年
や
ね
ふ
れ
る
花
に

つ
け
二
枇
宗
理
」
と
懐
旧
の
吟
を
手
向
け
、
稲
葉
華
渓
に
書
か
し
め
て
摺
物
と
し
た
。

と
述
べ
る
。
改
名
と
は
、
寛
政
十
年
、
宗
理
号
を
門
人
の
琳
斎
宗
二
に
譲
り
、
自
ら
は
北
斎
を
主
号
と
し
た
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
、
摺

物
の
成
立
時
期
も
同
じ
寛
政
十
年
の
こ
と
と
す
る
。

し
か
し
、
安
川
は
同
書
の
別
の
箇
所
で
、

寛
政
五
年
、
六
年
は
「
華
渓
稲
貞
隆
」
と
し
、
寛
政
八
年
「
華
渓
老
人
件
」
と
し
、
寛
政
九
年
、
十
年
は
「
華
渓
老
漁
書
」
と
書
名
し
、

寛
政
十
一
年
に
は
「
華
渓
老
漁
蒙
」
「
華
渓
陳
人
書
」
の
落
款
あ
り
。
よ
っ
て
、
古
宗
理
摺
物
は
寛
政
九
、
十
年
に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

と
も
述
べ
禿
）
、
寛
政
九
年
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
と
す
る
。
こ
の
安
田
説
に
、
北
斎
の
改
名
は
寛
政
十
年
八
月
か
と
す
る
、
後
掲
の
浅
野

つ
い
で
、
同
じ
頃
の
摺
物
と
し
て
、
か
つ
て
楢
崎
宗
重
著
「
北
斎
論
」
（
郡
）
に
紹
介
さ
れ
た
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
古
宗
理
十
七
年
忌

摺
物
」
が
あ
る
。
北
斎
（
二
世
宗
理
）
の
図
は
、
一
本
の
幹
を
廻
る
枝
葉
に
咲
い
た
花
を
一
面
に
描
い
た
も
の
で
、
詞
書
き
に
は
、

華
渓
老
漁
写



成
立
時
期
に
つ
い
て
、
浅
野
秀
剛
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
亀
は
、
放
生
会
の
亀
に
通
じ
る
こ
と
、
華
渓
の
賛
に
「
衆
生
」
と
い
う
仏
教
用

語
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
図
は
八
月
十
五
川
の
放
生
会
を
念
頭
に
柵
い
た
作
品
と
か
ん
が
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
、
寛
政

十
年
八
月
の
作
と
想
定
さ
れ
る
と
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
「
友
人
華
渓
題
」
の
署
名
で
あ
る
。
あ
ま
つ
さ
え
華
渓
は
、
発
句
ま
で
寄
せ
て
、
「
北

斎
」
と
し
て
の
本
格
的
な
船
出
を
懸
命
に
後
押
し
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
年
、
三
十
九
歳
で
あ
っ
た
北
斎
に
対
し
、
華
渓

は
五
十
三
歳
と
、
一
回
り
以
上
、
年
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
友
人
」
と
い
う
の
は
、
華
渓
が
北
斎
を
立
て
た
い
い
方
と
し
て

受
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

成
立
時
期
に
つ
い
て
、
浅
唾

語
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
’

秀
剛
説
を
勘
案
す
れ
ば
、
初
冬
に
い
ま
だ
宗
理
を
称
し
て
い
る
「
古
宗
理
十
七
回
忌
摺
物
」
は
、
寛
政
九
年
と
考
え
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
寛
政
九
年
初
冬
に
古
宗
理
の
十
七
回
忌
を
勤
め
上
げ
た
北
斎
は
、
一
年
近
い
歳
月
を
挟
ん
で
、
翌
同
十
年
秋
に
意
を
決
し
て
宗

理
号
の
譲
渡
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
北
斎
改
名
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
、
東
京
国
立
博
物
館
主
催
北
斎
展
図
録
「
北
斎
展
函
○
用
ロ
の
筐
」
（
翌

に
掲
載
さ
れ
た
葛
飾
北
斎
美
術
館
蔵
「
瑞
亀
図
」
（
九
七
）
で
あ
る
。
例
は
、
重
な
り
合
う
三
匹
の
亀
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
二
匹

は
首
を
上
に
伸
ば
し
、
一
匹
は
下
で
首
を
す
く
め
て
い
る
。
こ
の
後
の
北
斎
の
活
躍
ぶ
り
を
暗
示
す
る
よ
う
な
図
と
い
え
よ
う
か
。
北
斎

の
署
名
は
、
右
側
に
「
北
斎
辰
政
画
（
印
）
」
で
、
印
は
「
師
造
化
」
。
左
側
に
、

宗
理
ぬ
し
の
改
名
に
北
辰
の
光
り
い
よ
ノ
ー
ま
し
な
ん
事
を

苔
む
花
こ
や
衆
生
の
も
て
は
や
し

友
人
華
渓
題

と
あ
る
。
文
字
通
り
、
改
名
御
披
露
目
の
た
め
の
摺
物
で
、
「
北
辰
の
光
り
」
と
は
、
北
斎
辰
政
に
懸
け
て
、
北
極
星
の
ご
と
く
ま
す
ま
す

光
輝
を
増
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
句
は
、
北
斎
を
「
苔
む
花
」
に
見
立
て
、
そ
れ
が
一
切
の
有
情
の
も
の
の
祝
福
を
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受
け
止
め
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
華

渓
を
も
っ
て
、
「
北
斎
」
誕
生
を
演
出
し
た
人
と
い
え
ば
、
い
い
過

ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

『
東
遊
』
を
出
板
し
た
翌
寛
政
十
二
年
正
月
、
北
斎
は
、
蔦
屋
か

ら
狂
歌
絵
本
『
東
都
名
所
一
覧
』
（
改
題
本
『
東
都
勝
景
一
覧
』
）

を
出
す
が
、
そ
の
下
巻
の
深
川
八
幡
祭
礼
図
に
、
「
八
幡
」
の
幟
を

裏
か
ら
描
き
、
「
祭
礼
仲
町
氏
子
中
華
渓
貞
隆
書
（
印
）
（
印
）
」

と
記
し
、
は
じ
め
の
印
も
「
貞
隆
」
を
逆
に
し
て
読
め
る
よ
う
に

し
て
あ
る
。
上
巻
の
山
王
祭
図
に
は
、
幟
に
「
御
祭
礼
六
十
一

翁
龍
湖
親
和
書
」
と
あ
っ
て
、
華
渓
の
師
も
同
様
の
扱
い
に
し
て

あ
る
。
こ
れ
は
、
鳥
居
清
長
の
天
明
五
年
正
月
、
鶴
屋
喜
右
衛
門

刊
『
絵
本
物
見
岡
』
に
三
井
親
和
の
先
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
倣
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、

前
年
、
自
ら
の
出
世
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
先
輩
、
華
渓
に
対
す

譜
る
謝
恩
の
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
華
渓

鐸
は
、
寛
政
十
二
年
の
十
一
月
に
世
を
去
る
の
で
、
北
斎
の
謝
意
は
、

華葉
こ
の
頃
す
で
に
病
床
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
華
渓
の
枕
元
に
届
け
ら
．

稲

こ
の
頃
す
で
に
病
床
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
華
渓
の
枕
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
華
渓
の
没
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
山
林
堂
花
芳
編
、
北
斎
画
で
、
享
和
二
年
正
月
に
芝
神
明 i東都名所一覧』「深川八|勝祭礼」図国立国会図書館蔵
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前
の
丸
屋
甚
八
か
ら
出
さ
れ
た
『
み
や
こ
ど
り
」
一
帖
の
賊
者
が
「
図
南
家
人
」
と
あ
る
の
は
、
す
な
わ
ち
上
述
の
華
渓
の
高
弟
小
田
切

図
南
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
図
南
の
序
は
、
冒
頭
に
「
凹
は
北
斎
か
筆
に
ふ
る
ひ
、
こ
と
は
は
梅
丸
の
述
た
ま
へ
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
」

と
あ
り
、
末
尾
は
「
享
和
の
は
し
め
辛
酉
還
暦
の
冬
か
つ
し
か
の
草
捲
に
筆
を
と
る
こ
と
し
か
り
図
南
家
人
書
」
と
結
ぶ
。
肥
痩
が
は

っ
き
り
し
、
丸
味
が
か
っ
た
柔
ら
か
な
筆
致
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
華
渓
に
近
似
す
る
。
狂
歌
は
別
筆
で
あ
る
が
、
刊
記
は
図
南
の
書

と
お
ぼ
し
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
表
紙
中
央
に
貼
ら
れ
た
無
枠
題
篭
に
大
ぶ
り
な
草
仮
名
で
「
み
や
こ
と
り
」
と
認
め
る
の
は
、
そ
の
筆

意
か
ら
し
て
図
南
の
仕
業
と
考
え
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
、
生
前
の
華
渓
か
ら
受
け
た
恩
義
を
慮
っ
て
、
直
接
、
北

斎
が
図
南
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
北
斎
と
華
渓
の
間
柄
は
、
厚
い
信
頼
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
学
刊
行
会
。

注（
１
）
旨
く
ご
ｇ
－
ｇ
ｏ
言
・
冨
尽
ａ
さ
き
ぎ
へ
）
言
ミ
ョ
ミ
へ
言
こ
昌
息
ミ
。
、
聾
。
量
号
二
四
三
。
、
二
○
・
凶
④
己
ざ
も
・
一
全
・
ゞ
雪
三
○
一
伝
言
日
ｏ
の
ご
『
一
扇
『
の
巽
三
侭

Ｃ
『
画
二
一
三
①
二
一
匡
切
一
『
津
一
①
旦
云
と
ｃ
云
塞
琴
一
二
コ
（
）
一
（
）
碇
一
⑤
配
で
こ
す
二
妨
一
］
⑥
Ｑ
ウ
ピ
ョ
啄
戸
二
四
〕
聾
箆
『
①
一
コ
⑦
色
一
す
こ
冒
一
⑫
一
ミ
コ
ー
⑤
三
『
⑦
で
『
、
醜
⑥
一
二
二
一
，
一
ぐ
（
）
『
六
Ｃ
『
雪
］
○
『
①
一
ゴ
四
二
。
。
①
煙
二
●
ご
助
一
。

弓
言
駕
乏
①
『
①
ヨ
く
胄
冒
匡
豈
受
昌
○
房
言
ョ
砿
冒
＆
匡
ｏ
８
ヨ
弓
の
ミ
等
Ｓ
］
さ
『
ョ
昌
乏
弓
①
胃
言
言
い
一
『
里
一
○
二
．
呈
臣
辱
一
ろ
ョ
○
『
⑦
三
目
ヨ
の
８
画
ｇ
臭
・
ヨ

８
５
昌
妨
９
画
８
号
行
き
亘
目
色
弓
與
奥
ラ
ミ
言
呂
ヨ
一
言
．
弓
望
８
三
四
名
ご
●
．

（
２
）
鈴
木
重
三
「
狂
歌
の
展
開
と
「
画
本
虫
撰
」
」
、
『
複
刻
日
本
古
典
文
学
館
画
本
虫
撰
初
摺
本
」
解
題
、
昭
和
五
十
年
川
月
、
日
本
古
典

（
３
）
瀬
川
富
三
郎
著
「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
、
国
立
国
会
図
書
館
別
一
八
・
二
○
．
翻
印
、
中
野
三
敏
編
「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
、

和
五
十
二
年
七
月
、
近
世
風
俗
研
究
会
。

（
４
）
「
江
都
諸
名
家
墓
所
一
覧
」
（
「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
、
勉
誠
社
）
二
六
○
頁
。

昭
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稲葉雄渓筆譜

（
Ⅳ
）
』
画
呉
閏
晨
の
門
．
ご
匙
．
亨
畠
心
．
鰐
ｇ
民
具
弓
困
の
昌
匡
且
の
画
匡
且
○
．
・
ど
ウ
ロ
ョ
具
の
胃
ご
吸
乏
四
ｍ
巴
冒
○
ｍ
三
口
牙
①
ロ
画
目
局
の
具
画
？
胃
旨
一

の
●

■

、

門
匡
目
．
、
旨
の
の
弓
弓
閉
冒
鈎
８
国
邑
胃
画
ご
く
の
辱
さ
君
戸
の
震
旨
ケ
○
○
穴
国
昏
の
門
９
画
自
画
ご
匡
日
さ
門
９
９
．
胃
旨
房
・
旨
の
昌
昌
吋
四
弓
①
『
号
、
ロ
日

●

Ｇ

８
巳
○
胃
．
四
国
旦
昌
昏
胃
冒
厨
吾
胃
乏
胃
の
目
○
吋
の
①
厨
の
巴
の
巴
号
四
口
ご
固
旨
・
の
日
切
ロ
豆
の
９
画
。
』
庁
島
国
四

Ｏ

（
岨
）
『
壷
す
み
れ
」
、
「
続
燕
石
十
種
」
三
（
昭
和
五
十
五
年
九
月
、
中
央
公
論
社
）
一
二
五
頁
。

（
５
）
「
増
訂
武
江
年
表
」
国
書
刊
行
会
編
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
再
版
、
前
野
書
店
）
一
七
二
頁
。

（
６
）
「
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
の
日
本
古
典
籍
」
（
二
○
○
八
年
六
月
、
八
木
書
店
）
一
○
七
頁
。

（
７
）
三
村
清
三
郎
著
『
近
世
能
書
伝
」
（
昭
和
十
九
年
四
月
、
二
見
書
房
）
二
九
三
頁
。

（
８
）
「
江
戸
当
時
諸
家
人
名
録
』
（
「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
、
勉
誠
社
）
二
○
頁
。

（
９
）
日
本
書
誌
学
大
系
三
一
「
木
村
仙
秀
集
」
七
（
昭
和
六
十
年
六
月
、
青
裳
堂
書
店
）
一
七
四
頁
。

（
Ⅶ
）
「
式
亭
雑
記
」
（
『
続
燕
石
十
種
」
第
一
巻
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
中
央
公
論
社
）
七
四
、
七
五
頁
。

（
皿
）
拙
稿
ヨ
絵
本
物
見
岡
」
私
考
」
、
『
江
戸
の
絵
本
ｌ
画
像
と
テ
キ
ス
ト
の
綾
な
せ
る
世
界
ｌ
」
（
二
○
一
○
年
三
月
、
八
木
書
店
）
所
収
。

（
唯
）
春
章
の
俳
譜
に
つ
い
て
は
、
内
藤
正
人
「
浮
世
絵
師
・
勝
川
春
章
と
江
戸
座
俳
譜
」
（
「
日
本
美
術
の
空
間
と
形
式
［
河
合
正
朝
教
授
還

暦
記
念
論
文
集
］
」
、
二
○
○
三
年
九
月
、
二
玄
社
）
所
収
が
あ
る
。

（
魁
）
苫
烏
閏
皀
①
門
．
ｇ
ミ
心
ミ
。
『
ぬ
や
ご
○
胃
壁
ミ
き
き
四
ぬ
い
具
罫
⑮
閏
ご
房
弗
肉
屋
き
め
ご
匡
冨
ミ
。
再
ゞ
房
員
助
屋
ミ
一
目
『
ざ
負
冨
旦
暮
⑮

扉
員
曽
昌
の
３
．
９
．
園
⑮
崖
亘
。
青
言
島
這
§
鴎
⑱
国
８
秀
冒
且
呂
あ
。
吾
８
房
勺
巨
ｇ
８
丘
。
用
．
５
ｓ
．

（
Ｍ
）
浅
野
秀
剛
「
寛
政
期
の
合
筆
絵
入
狂
歌
本
の
成
立
」
、
「
秘
蔵
浮
世
絵
大
観
三
大
英
博
物
館
Ⅲ
」
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
、
講
談
社
。

（
応
）
市
古
夏
生
「
「
春
帖
」
（
解
題
と
翻
刻
と
、
神
保
五
弥
編
「
江
戸
文
学
研
究
」
（
平
成
五
年
一
月
、
新
典
社
）
所
収
。

（
応
）
市
古
夏
生
「
「
春
帖
」
（
解
題
と
麹

（
脆
）
ｐ
画
く
匙
○
ぽ
ず
す
①
茸
”
ご
匙
．
ロ
』
心
』
．
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本
論
文
は
、
平
成
二
十
二
年
度
、
日
本
学
術
振
興
会
基
盤
研
究
（
Ａ
）
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
に
お
け
る
隣
接
領
域
の
受
容
拡
充
と
検

策
機
能
の
整
備
の
た
め
の
研
究
」
（
研
究
代
表
者
、
鈴
木
淳
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
旧
）
拙
稿
「
土
佐
派
風
絵
師
尚
峰
と
千
蔭
」
、
「
橘
千
蔭
の
研
究
」
（
二
○
○
六
年
二
月
、
ぺ
り
か
ん
社
）
所
収
。

罰
）
折
井
貴
恵
執
筆
、
国
文
学
研
究
資
料
館
・
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
共
編
「
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
」
解
題
篇
（
二
○
○
二
年
三
月
、
勉
誠
出
版
）
三
四
七
頁
。

罰
）
安
田
剛
蔵
著
「
画
狂
北
斎
」
（
昭
和
四
十
六
年
五
月
、
有
光
書
房
）
五
八
頁
。

（
響
「
酒
落
本
大
成
」
第
十
七
巻
（
昭
和
五
十
七
年
九
月
、
中
央
公
論
社
）
一
四
四
頁
。

（
翌
「
北
斎
妖
怪
百
景
」
（
二
○
○
四
年
七
月
、
国
書
刊
行
会
）
五
一
頁
、
二
十
二
図
。

（
ど
楢
崎
宗
重
著
「
北
斎
論
』
（
平
成
十
年
四
月
二
版
、
財
団
法
人
墨
田
区
文
化
振
興
財
団
）
二
二
八
頁
。

（
翌
「
画
狂
北
斎
」
口
絵
三
十
二
図
及
び
六
五
頁
。

（
製
｝
「
画
狂
北
斎
」
口
絵
三

孟
）
右
同
書
、
三
六
一
頁
。

（
翌
東
京
国
立
博
物
館
主
催
北
斎
展
図
録
「
北
斎
展
四
○
房
ロ
の
姿
旦
二
○
○
五
年
一
○
月
、
日
本
経
済
新
聞
社
。
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